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l % ia 5 高温 触 像 
2 郷 玉 石英 中 Bene 6 ra74 Rte: 
ED L ¢ BE | Fy = HeBh 
3 (RRA L P74 RE 7 綿 括 
4 p74 #HER tM SEM 
と の 開 係 
1 #& 賞 


(EPS EEA LARS SHEVCH RRO < BEE LIL CR OLA 


PS. CERI O SIAC la PE (bipyramidal) の 石英 結語 が 含有 さき 
RUBRS® EMAIL BADIER PAY UibOK LC ETH So Nl hOBS 


Weer 1s yaaa 


EIR SRAS O HB LS HAT, BRAINS tS REIS We MD Ut PRED 
は , FILA BO PREG FA, ICEL ORIRZ 2h BD ASIC UI & 
の 結 品 を 多量 に 控 集 する こと が 出 座 る 。 これ 等 結 曲 の 大 さ は 主軸 及び 側 軸 


MEUM ORM te 5 EM IME L, 其 中 に は 叉 同様 の 石英 が 斑 唱 と し 
CHART Bo WAS CEASE la BE TURE Fh eh IC Be & し て 唱 出 
し た も の で , KEES LEU Bed O— AB IATA IK GR & UCL, BRR 
の 原料 な る 母 岩 岩 選 と 共に 水中 に 落下 堆積 し , 他 の 一 部 は PONE EIS 噴出 
lA LER PO PRES LOCH So : 

D< ONS KA 6 HMM YAS SL, 本 石英 は 高温 に 於 て 其 結 卓 作 
用 が 行 は れ た も の で な けれ ば ば なら, 換言 すれ ば HOEK ic S RE A BCR 
因 穫 が 猫 火 口内 に あつ て 現品 を 容易 に 卓 出 し 得る 温度 の 下 に 生成 され た も 
の で な けれ ば な ら ぬ と 推論 する 外 な い の で ある 。 

この 参 奉 を 助け し むる 結晶 店 的 及び 其他 の 外 准 的 特徴 が 本 石英 に 観 祭 さ 
れる , 即ち | | 

1 ASHEN IATS UK OFLC dy B VIA TIE EAS A 6 

2 ANAURILSE L <¢ EYEORNOL YEN (corrosion) を 受け て 居 つ て , Hh 

ARNE B Fi er EL TMD £5 D ARIE D CHO CAN AO kn S (LEE 
REUCKOTCHS, 

3 本 結晶 に は 2M OWAD SELES, 高温 水上 曲 と し て BRS 

れ た も の が 状 激 の 冷 趣 で 低温 水 品 と な る 場合 に 容積 の 委 泊 な る 収縮 を 

リル る に 原 OT EO 

上 所 三 つ の 特質 は 従来 か ら 吾 々 の 注意 を 惹 い で 居 つ た も の て, 市 る これ 
等 の 性 質 は 本 石英 が 本 岩 の 初生 班 上 晶 と し て 高温 生成 で ある 議 近 と すべ き ぇ 


1) 本 岩 の SiO2 (LMU IC k it 70.59 で ある , RS CHEM EAE 
ACH Ss HI CHEM RARE LER, KARMEL LARS E OMA 
a =1.552, Y =1.559 で ある か ら , 基 成 分 は 約 4722An で ある 。 

2) 580°C の 石英 の 容積 は 20°C OZ HICWREL C4. 52% 大 で ある 。( 湯 津 , 高根: 
43 AV DOOR AEE AS» SS = HE, 103) 
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の で ある 。 と 等 外 観 的 性 質 と 基 産 承 と を 開 連 し て 参 侍 す る と 木 右 英 は 高 源 
型 と し て 870°C 以下 5782C 以 上 で 形成 され た も の と 結論 され る の で ある 4 

FEIRARAS EE BELO) FEA OPI BEU YC 研究 を 行 つ て LORD, BAT 
FAC} RHAVRMRLER LK, 即ち 木 石英 が 高温 型 と し て 唱 出 し 
た 内 部 構造 的 確 論 を 得 た の みな ら す , 約 800°C 以上 ょ り め 人 意 激 な る 冷却 に ょ 
つて 地表 に 拠出 され た こと , 猫 噴 出 直 前 に は 870°C 以上 に る も 加熱 され た と 
3 ~tbSs lb, Laer, Ble Hart ke 猫 水中 に 落下 し て 行 は 
れ た と 才 へ し むる 等 で ある 。 これ 等 講 現 象 は 滞 時 の 火山 活動 の 一 端 を 語る 
も の と 言 ひ 得る で あら う 5。 WE CRO eS SC BOR MBL IE 
結果 を 記 有 逃し て 見 よう 。 

2 $NAME L< RET 

As ha Be Ze JES KC ETA MAT Ac Linm AM OMA ITE O, 透過 光線 Lik 
反射 光線 を 以 て 題 欲 鏡 下 に 観 祭 する と , MMEON DIRS DAT (nega- 
tive crystal) DWA< HES SONA Be. ある も の は 其 外 形 が 


«“ 


不 完全 で 丸 味 を 帯び て 居る が , dS EOE CEM CAN MIE LIB 
武 賠 に 見 る 様 で ある, 基 六 角 導 は 芋 唱 の 外形 と 一 致し て Oo SAIL 結晶 
OOS & » HOWE IRSA TS 2 BE LTE UT BOCH BILD CH 
きれ て 居る , SHE ORBAN INE 2 FU CHEM ewe HIE 方形 で 
ある こと は 一 居 本 石英 の 高温 型 と し て の 生成 を 確 む る も の で , WI AL. 
MIRE ROR t & MUD LOCH Bo 
3 iReMee F- 74 REE 
RMORe AMOR MOM ete OHMIC HF 2A 


1) N. L. Bowen, Sci, Monthly, vol XL, 1935, pp 497 —498. 
N. L. Bowen and Schairer, Am. Journ. Sci, vol XVIII, 1929, 368. 
2) IL¥YS 4D negative crystal DFE his UC bie We LAh é +4 
PPAR OM IEP RAM LEAT SO ChE EGTA int し て 置く 。 
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Tle fF & SEY SPH Uhh 6 KO IEA FLOM SE = fZR LC 
HS, LEBO- MAH IG CHSC Lb MR AIRO 特徴 を 示 し 
CHA BBD. 1 UES aR & FR 7 Prk ly es IS ae S VTC 7 4 
AMER DS US BBE LTR AL LC, これ が 本 右 英 を 特徴 づけ る BR 


NRT HH (55D ll JZ SVE o 
ie ie eg 
FEL HALE B25, KOMCAMIBGAD 6 低温 右 英 に 移 化 する 場 
AES A BPS NTO CHS 
i OSC Ik F-7 4 4 GERBOHE CARO 2 eS に 論 Cts OC 
(EBC 78 OCHO CAMEL OE CHS DADE BT DOTH Bo MR 
LABIA Sida Hb FOOSE ISIE FACE EOEMED A te 6 TBE Ih 


ED EP ERE OCIA CH FILE ENS 8 BUDE RAED BON, 容 債 
DEEREPS AOTCHS. LORROBMD F— 71 4 BEARO AMIR ® 


EB EOTH SEL BILBO GRUB SOTCH SB, HL UMEO Me PF & 
極め て 徐々 に 行 ひ , AKO EOE RIAN BO CR ITAL, ドー! 
7A AREA CEO Bb HS. これ 等 の 官 験 的 き 府 明 は 稿 を 改め CU efile 
する が か , FE-LOPeE CH と, 加熱 前 に ドー フラ 4 EERO TEE Lito 
と を 憎め で 置い 、 た 太美 三 を 650°C IAW L, 2 tue Bild CH 4 eH LG 
ME Fe HE RED OTD © te RENT BLE AE UK 5 LOBED 
SED Aka CLA ERIC MID O BOCA, 細 小 の BRIS AMR LCE - 
合計 ば 1000°C: (2 MAVUE EOC SH MARE lo, PLA IB Pe UIE B00 Y= MM 
BLELOT 6 WKS. BSBA 6 BRB TF SBA 
EP DE oo? (ABE OME ASE GE BE, 一 大 要件 で あ 
ay cae efx sib ieee Ms coker 
L) mR, =< =e by Bo ba, ae 167— Ape 
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Ot Pe eS ee ee eg oe EE ce ee eae 
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IA AHO TT (EARL PILOA FaIBla Aah C, この Sih AM BP — 
7A AMET OME AA HICH ST SL MURONBD © W) DIG Bit So 
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BA AI © WETS PS 3 LAR, PRS Fae it Eh CHL =KB X BST, 
但 シ ドー フィ イネ 人 銘 唱 の 境界 線 は 玉 隅 より 射出 する と と は 触 像 か ら 明 か で ある 。 
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HATA © 22 ha & PIE ERIC 3 OP — 7 4% ORES © IRAE E 
DS. ARGUE th OBE CH SB A MAME Cid ADI OME A Hk aS HB HLT 
L (BES SAS, CLICK DAIL APN SC fH KO te S 面積 も 大 きく 
な る 。 ye 
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郷 玉 石英 の 桂 面 の 低温 触 像 , 白 墨 線 は ドー ラフ? イネ 低 品 個体 の 境界 を 示す 。 
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HS PROBS IL LEME OILS 猫 他 の 一 つの 要件 を 供 へ て 居る , を そ 
HILAL IC HEAD IE 2 AS SAM OL BORECH Bo < ORO: 
> た と き は 勿論 5782C ょ より 高温 で あつ た か ら 基 形態 は 高温 石英 の 構造 と カ 
提 航 に 下 笑 開 係 に あつ た の で ある が ; 低温 型 に 移 化す れ ば 基 構 造 は 三方 系 
(trigonal) 2 76 BY GAR (hexagonal) OAC LAER eI し 
JERICHO EN 2 4: UAIGOIBIGD 6 HIT WGN BER 2 LAT HAIBO 
ME Pb ULOTCH 6 GHNIEL 第 四 園 , TRE. Bell OSPR Md 
AST OUASE-CIA FENG & IRM O UC MEMT CH BBL ARES DUE DS 


ES 


し も 下行 て は な いこ と は WARD CHET ST EDM HOMRO BE 
[ilo 既に 記せ る が 如く この 容 杉 は 一 個 の 結晶 中 に 相 党 多 敷 存在 する か ら , 
これ 等 を 中 心 と UCHR EAS & FP — 7 1 4 BEE TARR I AIM sy [or Sak e 
Hb CZ Wop SBS LARC PT OW CHS LE DIAEAD, こ 
PCH OA WN BEMNCATFOU CI C aE DAL IZ St 
DNLKOKE ID HMR CHES CL DIAS’ © 

B-EMOME 郷 六 石英 か ら 第 一 柱 面 に 下行 の 研 礎 面 を 作り 前 の 場合 
の 如く 僕 像 験 を 行 ふ と 共 節 像 は 一 般 の 低温 石英 に 見 る 様 な 外 廊 が 直角 三 
角形 か 成 は これ と 類似 で 同様 の 圭 衝 開 係 を 有する 形 の も の を 生ずる , UN 
AMMO ARCH SLL RIT OCH So © OPC 8 HEA 
BORO DOSE 22 LCHItAL, 其 周 園 に は IO 場合 の 加 < 


P24 4 EE in RE Oo tll 2 OSB 7S OR 3 [Bl et LC BER UCR 
Ae 

C OPES & MO IO AES & CHAN SEA CIAO SAMA LoS 
— 74 AEE EO SREY PEI OANE BES CL DWC Bb AREER 
iA Bie iS F— 7 4 ASESMORED AS BEES O, ICBEEMEEOD 


1) meet, 待 場 7 AD OR RS, oe es) BBs 第 9 Ao 
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境界 面 は 容 品 の 周 園 に 於 て は 旗 面 及び 柱 面 に 下行 で ちあ る が こね れ に 注ぎ かれ 
ば 規則 正しき も の で は な い 。 AU BEE MRO Hr Ail Zhi eH OT PF 
7A ARR SAU CHSC Lain CHSo CO K-74 4 HEA 
HLOUIOARREL, ILLS BX 線 の 異常 現象 と 窓 接 な る 開 係 を 有する の 
で ある か ら 特 に 注意 を 惹 い て 置き た い 。 
4 F-74 +H RGRORMLBHENL OME 
SHC BS SP — 7 4 AEE BEEO PAIS MORE CASH DA ASE 
(TEE UT ORD Ic ERO BED THI RBS REAM CHS 
c OEE LAO ELT HH TB b DIMEN EAR BAD dO 
た か を 知る の は 叉 重要 な る 問題 と 思ふ 。 


第 A 園 


A B 


A (ZHBARMOKRMCRU 4 GBBe MNT x 5 
B (ARE IC HR SBE MT o x 4% 
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AA HO) MS eT CLS & SB Ila] A OAM < ACFE —SLAHANOD RS 
CHOY KEIN THO PDD SMAI OT Hit LCS, Zt ekk 
面 に 人 洗 行 の 面 で 見 る と 第 泌 園 の 様 で これ 又 結 唱 の 中 心から 鑑 面 に 直角 に 
EOTM Be ZH OMED HES & & MBL AEA O Hb Lo 6 SEMIS KO 
TAUB UTES EBA OB. | ‘ 

2 OME ICH LP 7 4 4 BER OED AN ais Syn る か を 観る に 
共 間 に 従 座 想像 され た 様 な 特に 規則 正 し き 開 係 が FSH & Middrew, Bil 

(SEE AA MAE fe Sok Id HZ = SOCEM BES A, それ に よろ つて , 明 か に 大 分 さ る 
れ て 居る と は 認め られ な い , 却 つて 食 裂 が 化 唱 個 艇 の 同性 費 の Fi IXY 4e BF 
通し て ゐる 場合 が 著しく 注意 \ を 礼 く の で ある (第 四 園 B 及び 六 園 う 。 然し 
ABZ ¢ EAMG ORE £ DIB > AWS が 全然 な いで も な い が , それ は 部 分 
CHS (第 二岡 及び 第 六 園 )。 こ の 開 係 か ら 御 ず る と , Melk D Ir DIA IE 
NIC & MBB FE CCM LBA SORBET HDL Mitac 

YOM 62h, P— 7 4 4 BEE TY OMB OD: DEL 次 の 様 に 言 
へ こと が 出来 る 。 宋 曲 は 水 卓 の 結晶 時 代 朗 もち 高 温 叶 期 に 出來 , M6, 14.573°C 
OSE & TIED IS LARC MAR, 徹 列 は これ に 5 入る 

52 8 m 像 

ROME CITC PT OWI fe 0 NaPO。 と 共に 800°C に 4 時 間 
MAL UTA Ut: Glug A (hexagonal pyramid) の 容 起 (第 拾 園 ) で て 筆 者 
O—K & WGAR NS & a Q の 研究 で 得 た も の と 同様 で ある か ら , Hicie は 記 
逃 を 省略 する が , これ 等 人 秀 像 か ら 向 定 さ れる 低温 型 に 見 る ドー ラ ィ ネ HEE, 
¢ un ¢ ORAL B ae 

800°C ~C fil 4D Te ee BBN IS & ASH ROME 2 BZ ¢ B, 5 れる 。 然 
EN 


1) its DES 8 Ae RAL, PAS, SS DUAR. 
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IA AIO Ki こ 於 り 
IRA FED BETH D 800°C IC HSF BX 2 RRR Y — ROBB. AGRE ICIERS 
tS +1 Go 


Sos 


IAS TLE DEE @ 800°CO x 2 HERR vy - ve 0H 
x 150 
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BMAKINEM > 79 =35, LV HOURS RS 5 
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We UC Bah 42 Ib EO CSFB a] AD, 

HMOMES 旗 面 の 場合 と 同様 に 柱 面 の 高温 側 像 を 行 つ て 見 た が , 其 結 
AIL ASSEN EAT RRO WO) 産地 の 右 英 の 場合 と 同様 で 和 制 然 た る PUB ERT 
(第 拾 宮園 )。 然 し 宏 片 の 周 園 に は これ 叉 全く F— 7 4 F EER OWN IED A 
Wo 即ち 高温 右 英 に は ドー ララ? ィ ネ 鮮 許 は 存在 し な いと の 結 唱 幡 上 の 所 論 が 
EES LESS Oo LDMWARAOCHS~ 

WTS 72 BS LOE RSBRN GRC HA Ck, BRITA TB AL 低 肖 像 に 
WSC 77 Fria lL ESINC Hil eRO IES SS OATH SH HA) 

6 F-74RHRES 7c 

EROS ore 。 第 3 節 で 輝 べ た 様 に 郷 玉 右 英 は 其 成因 の 如何 に 拘ら 
ず 現 在 で は 低温 石 英 の 寛 質 を 有する も の で ある こと は 誠人 和 令 像 か ら 明 か で あ 
る , Lave 220) 573°C Ot EMR (transformation) OERASAY FAD Gz 
EROE CHS. ROCA RD 99 = REND LILO SZ VAR 
に 廃 明 せ し むる 様 な 現象 を 示さ ぬこ と を 今回 園 ら ず も 観 祭 し た の で ある 。 

余 等 は 右 英 の 低温 型 と 高温 型 と の X 線 現象 に 就 て 既に 研究 を 開始 し て 玉 
る が 未だ 公表 に は 至ら な い 。 然 し これ 等 研究 中 に 部 分 的 に 興味 ある 現象 が 
ある 。 共 一 つ は 右 英 の 息 質 が 令 像 , 旋光 性 , Bin BASED 6 2 t Sica S 
B&O FY HOMER (Laue spots system) Ceipi TOWER & — 
見 し て 識別 し 難 き も の を 果す る こと で ある 。 MATHERMC AME Be 
LCA UK 2 7 = BERL IR Cla HHPBlal DOM ¢ = Shag Ctrigonal 
symmetry) を 示 し 郷 六 右 英 も これ を 示す べき で ある の に , HiMAO NTS 
ff (hexayonal symmetry) を 示 LOCH S FHA WIA). 

S—ERHOS cB 第 一 柱 面 に 直角 に Xe UC frie 9 9 SBE 
LBA (BORCHS. UMA CHnEC Orc it bP Ze Ai ZEIC 
LEER OCH SV EBCH KA (B) CAA AIC Ik 6 HE 
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& AMER ST SLED EDILMS240 CHYIKMO 2 9 = BER 
LET GES B EVN FY SHERI RO FY HERR C fe 
OBA 2 BT DOCHSo 

ASACOD AN ¢ SRDS fa BRIE FS TLS HST SE EC 7 UO AEE B¥acs 
(LVR CHD CHS, MSL 9 9 SHOBS 高温 型 ょ 同様 の BRR RT OCT 
Hbo COFXIRCAMSMe Rs SENS AAS P— 7 4 GEA IEGRE 
Omina ls (ISG SPAKE kA LOCH 64 ¢ LH OILHR SHAD, 
父 敵 移 作 用 Ctranstormation) の 悦 れ (retardaion) で も , この 種 の 現象 を 早 
Lite CILEWD ERO SZOCTHA, Mk セイ ロン 産 の 月 長石 の ラッ ウッ 
= DEAL SI Ct MLR TC db HD 900°C か ら 1170°C 間 の 温度 に 加熱 し こ 

ALBERT AUS LAR vit DS, 然るに この MARIE D FART HUE BBE 
ROTH S, MoBBKINDOIERCHS. HbA ARAD 場合 は GH 
7S BE LIMIT EOCHED6, 右 英 の 如き 化合 物 と は 次 際 の 機巧 に は 
KRIS ORD HS D, SB(MOKLRORBOB E UTR TH 4 Io 
右 英 の 場合 に も 573°C か ら 870°C Of Bl Ute & OC ILIA HEE DS 
MVE KRT HOT & 978°C (LHS SREB EAC Eth ee CRD, HUB 
が 870°C 以上 に 熱せ られ た 場合 に は 其 冷 却 が HH NC ER AC HOT も 573°C 
OBE BE 172 HE LIE UO E BOUGLA DCH Bo 

LORE OMDUE & UCKDZODEKB SIT Oh 

1 ー に は 573°C と 870°C と の 間 の 温度 に 長 時 間 加 熱し て 後 徐 冷 し た 
ABN RO) 7 9 DER RISO’ C, SBOKRARICMES 6 方 法 で あ 
Bo ABE CUE 750°C tx 5 REA UR RR Ut 5 7 2 BEM BLT BS, 
IMAL EERO NTR eR し た の で ある , 換言 すれ ば TOMBE’ 徐 冷 と 
Clatnsn tet ECE WORE eMARDOKOTH SD, IHR 
(Ri IIS CNT RO Fo Dee BS LBB MEAD IA Cla te <$ TH 


6 


ARON ROMM OF Y= PEE, 前 者 に 三方 或 は 六 
Fowme NT AOOYRUS So 
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曲線 は 鯉 像 に ょ っ て 遍 別 さ 
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RAD ASLEA SREH4AZOTHS, 

2 第 二 の 方 法 は 低温 に 於 て ドー ラ ィ イネ BUSS TS SEO HE 
Hn Ar “JA O 800°C(Z Ak UC hich TAR L, Fy TBE RS LEDTHS, 
この 場合 に 使用 し た 結晶 片 は 底面 に 下行 の 直角 三角 板 ( 第 拾 四 賠 う で あつ て 
79 TURES SS > AIHA CHR Lic JERVRIL COMA SY 
DER BL, 一 つ は 三方 系 で (第 拾 三 彫 C(4 う ) 他 の ニニ っ つ は 六方 系 類似 の も の 
CHS GETS), BIA RAUL SSO DIED ADS Har 
ば は 六方 系 て ある が な が, RN ら は 三方 系 の 二 つ の 組合 せ で て , 一 組 つ 
SREDBRROTH So POMS 9 9 2 HEMT PEFR HE LIL OWA ZE § 
P—7 4 +I ST OCHS I EAKORUCWD TCHS, 

Fete Vo fel 2 O 第 拾 五 岡 に 見 る 様 に , RA BOM X 線 を 投射 し た 場 
所 は 三 つ の 周 形 で 知ら れる 。 共 位置 は 8009C の 加熱 か ら 徐 冷 し て 生じ た 
二 種 の ドー ライ ィ え 銘 品 個 骨 の 境界 線 と 比較 し て 観 祭 する と 次 の 様 で ある 。 
SIO HERE SA is BE OO ANZ 局 す る 域内 に ある , 然るに 
中 央 と 突端 に 近 き 所 の 二 個 の 園 印 は 人 銘 品 南 個 鐘 の 境界 線 に 踏 つ て 居る 。 そ 
れ で 第 一 の ラウ ぼ 坦 中 が 三方 系 て (第 拾 王 園 わ BIRUR=EO ov THe 
B=TRDIOOMAELOADIE HALA 5) SRT SILAABICTHR 
HARA, KIRA GEO FV KHER AA Re BS Ak ドー フラ フィ イネ BAC 
原因 する と 和 制定 され る の で ある 。 

< OBES CH NBD 7 9 = BERIOMED WT ROP eT COL OR 
明 は 出来 た が , 其 濃度 る OS ANT Re LG OGRD SIE A RK 
分 で ある 。 それは 次 の 定 験 で 明か に する こと が 出來 る 

3 前 定 験 と 同様 に プラ ジル 産 石英 板 を 使用 し , 同 じ く 800°C に 熱せ る 
LORE LCI 7 TUE RE OCHS, この 場合 の ラッ ウェ PERS IR 


1) BRA OO) Kc OFRABI SIN SEEROD ES WHY ICR Le 6 
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EL 六方 製 笑 を 時 する と 見 られ る の で ある (第 拾 三 園 6)。 こ の 原因 は ドー 
74 FET AGEO FAD X PLAY Ib OPEC UT 細 小 の も の が 多 さ く 
胡 達 し た か ら で あ る 。 こ の 結果 は 郷 玉 石英 の 如く 高温 か ら 5 天然 の 人 得 准 を 受 
OIBe & RULE 64> あら De 
7 所 5 
1 $OS PRIILARD Ob, BREED Gs TR’ UAL LICE O 
CHASE DRM Sius. 
2 $5 ASE OSH AMMEN IB 2 BS BO, Ceri £ U Cand 
TERE FST ED MWRSs 
3 HRN AEE HMO MBA D iin OH DG HEMT IG (ERE UCI S 
これ は 冷却 に 際 し 573°C か 6 RIS AUT SC LARA So 但し 冷 
却 の 速度 が 大 で な けれ ば BZ 2 HE C7 OD ら , FRAN ARIE ate BO Oh 
OCH Go LORE EHNAROYE LE PRD ATS OF IK BF 
~5RLOEDTH Be 
4 FEN BBC IL F744 ith DO TAG 2 de DCE LTE So Id 
双 上 品 は 高温 石英 に は 存在 し 得 な いも の で 578°C OBE MELEE CHIR A « 
基 原 因 は 結晶 の 構造 が D。 £ O Dg に 移る と 同時 に 容積 の 乱 洛 に よる も の 
CH SD, HD Min MeO AKI 此 場 合 和 分 冷 の BdCHS,. LORAD 
ESTEE SIZ D 78th De KO FF FEL BS OD AMIE FB L~ TBS 6 
5 MNO P74 4 in AO BEL Fo = SRR NAR % 生 ぜ 
し む る 。 
6 F— 74 4 BG IE 573°C Mit ARCH CU, WEE ILA IL S| SBS AE 
CUROCHS © & LP OA VARRED.5 PBT S204 o 
7 PF 74 4MGA ILE CA LAG HR S OIk A. Schubnikow J% Ut K- 
Zinserling OWI LEMCHA SD, MUA ICA CBAC! 2 eit 
HPO Man (MeO AT & Ath OLE & ORY Rd» BA に 想像 され る 。 
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I « 2 

FEAL ME R= AK O Tie F I ASS ERG EB HO JAYS CE CO 
FED EO o COP FB FIER BED % ORC 測定 を 終り た れ ば , その 
BE MARGE tJ AL 

AE HG BEDAR IE 75 BD BER WG O fe DEES BOD & © BL, BB 
(BIBT 2 O 126 IORI BIN EB OR 2S 

BTA cE (= JO eG It 1871 年 O. eae eee . 初め て 提唱 る 
ti, 其 後 J. L. C. Schroeder van der Kalk, as E. Wright, vie Sx Parsehe 
Ve Eye HE Me OR DT aE 
年 に 至り ELE. Merwin に より 分 散 法 が 楽 出 さる ヽ に 及 ん で 本 方 潜 が 徹 
Allitiin © ITA (<br > BAGS a Alt HHO LTO, HRA 
方 法 は R.C. Emmons, PEP pKRBEE G12 & OCR BIEL Oh, HIE 


1) F. E. ,Wright, The Methods of Petrographic-Microscopic Research, 92, 
1911. に 依る 。 JRZR3C(t Pogg. Ann. Phys. Chem., 145, 566~568, 1872; Weidemann/s 
Ann. Phy. Chem., 11, 722~734, 1880. 

2) Tabellen zur Mikroskopishen Bestimmung der Mineralien, Wiesbaden, 
190). 

3) Tsermak: miner. petrograph, Mitteil., 99, 239, 1901; Am, Jour, Sci,, 
C4), 17, 385~387, 1904. 

4) Am, Jour.’ Sci., (4), 97, 35, 1909. 

5) Centralblatt Min. Pet, Pal., 188, 1910. 


6) Jour, Wash, Ac, Sci., 3, 35~40, 1913, 
7) Jour, Am, Chem. Soc., 44 (2), 1965~1994, 1922. 


8) Am.'Min., 13, 504~515, 1928; 14, 414~426, 441~461, 1929. 
9) Miv, Mag., 99, 108~122, 1923, etc, 
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API L Hartmann OSM & LL ABR ONY 
as (gS IR PTASBE NS Of IL FC OF BAEO HENS 
T, KS ORR A Li aa tS prea GEE I £0) 
WRETIE Merwin の 提唱 せる で ペリ ンー 決 化物 より 作製 せり 。 
Il = MW OOK 熊 
ASEM LU ERIS A it STEEL, ltr} 火成岩 と 成層 岩 の BEES TSE 
LEMS > SIAN Oe AA Pep hae eo OL EIB L, 他 は Be ee 
JANE & O CBU CARS LIGA 7S 9 0 
AZLRA bhORBA 
Be ocean es 


eR AD CMEC BAS FAO AI, RAROAEREO RAE 
円 色 の 岩石 に し て 少量 の BERO tha DDR L, を BAKE (CBS 


する に 長石 は 弧 て 石英 と 共に 徹 文 人 象 構造 を 時 する IER BD, 又は ペー 
サイ ト に し て , ペパー サイ ィ イト 構造 や な す TER AMD ATR RBI KOT 
測定 せ し 結 果 a'=1.520\2 し て 正 長 石 の a boGAE-RY O, LABEO 
2E を 測り (Mallad's constant を 使用 し て ) う , 4 ORAS 2ISRGHIC & OW 
5EL,2V 2B UT, 6 =1-610, 2E=70.5°, 2V= 2° One Ete O, AA 
408 AZEALO EEE PRE ST SEOKY 

MAR A lt HIRO ~ ve 2A} OMA TI AK t UTR AE GDS EO 
(ISIE SRE RAL LAS EOILAY Tit, AE 2 mm~4mm Oise 

— Pine 72) ic ititn し , 白 色 の 基地 中 に z cm~ 3 em FARR O て 紅色 
DM” & し て 散在 す 。 各 粒 は 細か く 破 不 せ られ , 結 上 晶 形 の まま 取出 すこ と 
(STN HEZS Oo AMR (oR % OL, BABE CIARA fm し , EI 


1) Jour. Geol, Soe, Téky6, 37, 39~45, 1930. 
2) KEY TBA, J EL ESE, 40, 16~24, ny 8. 
3) Jour. Wash. Ac. Sci., 3, 35~40, 1913. 
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に よめ 生じ た る も の に 比 し 造 に 新 鯉 に し て , 包 裏 物 無 く , MERLE YEO CH 
ZEEE ILS > LOrPEDAODAKO, HB, PMH RT EO 
無し 。 
BSA BICMIFS Mea 

<— DRO PAA Ik A OF SOE CIA SHE BABIN ILG Bs BOI LT, 
ALO rp 150 mm 奥 に 於 て 第 一 園 に 示せ LEI D Oo PHIL SORE & OK 
第 一 0, ARIE ENN 45° 
Ey (AR SO°NW を 示 
LMR Jee ie 
(LFEAES BER DR 
4x & OF SMIAB 7S DB OS 
Mc, tema よ 
大 小 種々 の 岩 用 る 
出し , Seeger 作用 
0 50 100 150 200cm HERES Oo Hi 
PEARL IC IAG SR AE MIKI fal-PC1L) ik 20) GB 
CD AN Aa 2) fEmA KA EAI eee UT, Q)aTE 


(3) BAHAI, ©)(6) OMAK Miz 
BES ADIs PE EE MIR Ae: 


bo (3) RIEMDIREAIR £0 BAIA LILO EMIS BERD 
PURI Oo 7 

(1) JOBE APLAR IS COB AG & HEY G Bs BDI UCHR 
ORL RT BHO). PRIMER 2 US BRO 中 に , BH OHI 
OW NCAMEY & f4DVG BOREL 5 BIBER 0 AION EL 
Ch ROWE ROBIE 0 ¢ 

(2) EMMA Hak, 本 岩 は 3m AYO % UCHR A ICIS 


本 194024) a4 Th YY TR OR OS 線 242 


Si Dieir ESB RAO PKR, AMAIA, RA, MRA 
ROBE UGS USHO 1E DUS Oo BET ICBINIE FOB A, 吉 
22h}, ERA, 5, HOLE Tis PAIR, Wi B72 EMSS ET B BLBLON TE hd a Heese 78 

BABI LT, AURA & LUBE RR OF SUR 225, SUG Bhi 
を な す 石 英 及び 長石 を 介在 す 4 

(3) RAH AMR. A ed HCD TE Nik a A dK k ORISA A LKSA 
AO GIRIR UTR 2 EMG LT A—-BOX Ae 21 EOS 幅 2com~ 
scom を 有 す 。 HL UTERASL OMORRAROAKER S, 更に 角 隔 右 
FRAERE, 橋 右 の 微量 を 介在 す 。 本 岩 中 の 長石 は 何れ も 絹 雲 坪 化 作用 を 受け 
一 面 に 汚染 せら 5 られ, FAROMBINK LUIZ YO T 絹 雲 母 の 介入 する も の 多 
Lo 

以上 逃 べ た る (②) RO OO EWR 6 CIO FD er & OBERT = HS 

第 = 


SOD x 100 


第 一 園 中 C4 わ の の 部 第 一 園 中 C6) の 部 
$0 EE 2 TEA IHRE 2 G: i 樹 
PEAK if Boe eon 


る a a as) ee Gene OLY TV ee ee a 
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CHAP AE eH KSB OMAO RB tKOMS EZRA O CK 
O(2) OPEB IL AUR 75 BER AT Le OME PE AIS ER Ate OD”, 多く 
Aa PORN AO stele hn Lith hie G Lb BRIGIS UC RI 
It LS AE Gav: SB UCB IAD, ZACK LD RU (3) OBE 
BD (LIS CRB PEAK U CRE OME HEED Calt (2) O ANKE 
LB OF AAT SBC RRO, BUKKA eA mE LO 2 RAS 
る も の な る べべ さく , BIL DO WKB T & OGNERE LMS EO Rims 
SMINIMNO CHAE A LS AMRD SBA O. Blab (6) の 部 分 
(Ler (Ee & BN LS SeZ8 1c iii LD CANAD IC IGIB A, EE, ARE O 
FANE HE & OEIC BRE 0 : 

Pate A lk A Re OT: 2 AL eB し, 自 形 を 有する も の 無く , Belo ay 
ひ て 絹 雲 母 及び 内 質物 介在 し て 相 党 に 汚染 せら る 。 観察 せ し 範 園内 に 於 て 
LHR ROR THIS OD られ すず 。 橋 樹 石 と 共生 する RICA, HE 
HA, HE, iD, TRBROMKHAO, COPMKAI 1mm 以下 

"の 白色 細 脈 を な し て 掌 質 岩 中 に 介在 せる も の に UT LN BBE IBIAS 
TA BOM<, 大 小 種 々 の 無色 鼻 葉 短 集合 を なし, 延長 正 に し て 多 色 和 性 無 
‘, SRA, AAI, 2V (+)50° 内 外 , BHT ご ozo~o.9z3 程度 に し て 4 
THK AOA ET SED? 
lg 折 # 

測定 方 法 (ESAVEOMA (cle ~ y v (co Sblg と AsIs を 混合 せ し も 
の を 次 融 し た る 回 盤 を 使用 せり 0 。 KOBE SbI3 と AsIs は 重量 比 ?: 了 7 に 混 
合 し , こ れ を ピピ ペリ ン と 種々 の 割合 に 温 じ て 立 o°C 肉 外 に 加熱 し て 三 者 を 
AS t LISTS, PHOBIA ARO [alae t 78S EOE Oo MS UTS 
te BUELL SD JR PTARO Shi TAIZ UT Np —No 20.12 の 程度 に 


1) 前 掲 


1) BiB 
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Boia Re 第 = acd 
APTAA LP POMBA PEAY ELAR IC PST 3 HARB AIK 
CHEVY C Ye HF HEC DYN ee HR 
: ae HE FA |» 5; Shans rope | PME HA AS ym -ze ye JE 
‘sr | ake fae 測定 波 rag | | stir | weet (EE CAR a ese 
Oe O- 長原 均 PE Me hu TH | 
a: ri ARY — Rees ee) “iby 48 ik CG) Fy A 
Ba 番 We CG om A ae 差 = u 
ee es ae a 29 5870 
| o> | 6022 | LS ae a 30 5786 
で 36 | 5935.|. 1.2 2 32, 5519 
| 38 5715 | 0-3 G 5870 
G 5886 | 1.1 | 
ーー 26 5795 
34 5795 | 1.8 E ; 27 5661 
54 pz 36 5583 | 3.6 3 i 29 5459 
37 5487 | 2.0 G 5588 
| G 5610 | 1-5 3 
ーー 4 26 5919 
| 83 5743 | 2.0 27 5753 
CE oe Weck 29 5518 
hing 36 5462 | 1.6 G 5639 
G 5514 1.4 Lunt 
|— 29 6060 
33 6039 | 9.5 \ 30 5951 
te 34 | 5915 | 1.9 smh 2 32 5649 
5 36 5708 | 7.2 G 6075 
G 5725 | 1.5 | 
eae, Se 24 5695 
29 6046 | 1.9 f 25 5625 
Be Pe 30 5934 | 1.2 es ie 27 5381 
82 5719 | 1.5 G 5380 
G 5386 | 1.3 
26 5726 
p 27 5645 
Rit § EA) VO WRENS ls £O BS P4 29 5430 
G 5545 
Np =1-68~2.10 Of] O J Pras 2 Az t 
: 29 5819 
Sb6OEY 。 測定 方 法 は 後 め Mis 30 5682 
43 RS 
MA 32 5479 
BOP BM LA birt & BAER FPA e 5399 
OWED 4 OLR b eA AH oe! 2a 
末 aS it ay 7K (ia MS > ン 法 化物 の & | 5358 
WE DEY U, Wee ICRI KO TH 29 5759 
y 30 5683 
の 波長 を SEMI IL BME Lo. wipe 6) 62 32 5427 
& 5785 
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= = Ff Pil Ze Bie LCE bt 


Set ates S 8 WNT LOWMOS © Mh 
© © wo wn + 


卒 の 一 致す る WERBA, 
FU OM: URE eek 
—fAID, E77 O Hartmann の 
SGU ILA. LURE 


SOE ITASS ik & OUT O) 


5 
ES 


WAR ke Kd, それ よ 
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MPAA SOTKY & 


測定 結果 測定 結果 は 次 
の 


en 


0) Pit A, 5 


FEIx A Be AB CIA 


も の を 掲げ た り 。 


この 結果 を Hartmann の 


ey SES 
Fl SAW ERAS Gh @ DRT 


ABU % DF itk 


ペペ マス イト Rep 23 1h @ Ja Hy rte oe wie 
: OU es ae 産出 箇所 | Np Ne-N 

BRE OTAKE MFT OR BB 0 ae y 

oe Bere ice te AST SEF! 82 004 

HANS LRA, BNE WL, BEE oe ae 
ag > Sere Big N > | 

線 は 標準 奏子 の DHL PARE は ANA iSO 


MAO TRE RT o Bead 
SBME SVE BE ROR ROMS, それ より Np 及び Ne—-Ne 


を 求む れ ば 第 三 表 こ に 示す 結果 を 得 と 0。 


1) RHA 
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第 四 測定 結果 の 正確 度 本 測 
SE 8 S755 WEN ID RAE LE UTA OF 
B10 & @ v5) B+ : 
a Se py eae D~ADLULTKOMRS 
CoH aie ® 導く た 0 
T YY / 
i a a? ‘ 
a mK Z\ | る ・ ゝ は 測定 結果 の 作 園 に 
| | Mi os DN 用 ひたる Hartmann の 分 
rl 7 Y 
1790 I ' tx#e SO o Hartmann の 
) | yy © 
fi : Zy a yt J. Hartmannek 
1780 i if 授 に よめ 1912 年 に 初め て 
. /| iV / 1) 
fh A /| Baba 作ら れ , Hartmann の 分 
+ t—-} 2) >. 
a ; Ang WK KOM StS 
pes f semilogarithmic section 
VITA IT paper 7¢ 9, Hartmannd) 
cP aiga| . 
: G D. F. @ 
HAGE LARC INO SBT O Man DSTO Se eae 
BRU ODE DT AREY n: JBBTE 5 4: 波長 ; 


No, do, Char FY KA BIER TOMER, 

に し て , 双曲線 に Mi THES Sth ARS BORO. MULTI RIL 
的 に 求め られ た る も の な る 故に 多少 の 誤差 を 有する は 常 然 の こと な め 。 
Hartmann は 自己 の 論文 中 に 極め て 正座 に 測定 せら れ た る ChBeMEK 6 


1) Zeitschr. Instrumentenkunde, 37, 166~174, 1917. 


2) Astrophys, Jour., 8, 218~222, 1898 ; Publ. Astrophys. Obsery. Potsdam, 
4?, 1898. 


3) Astrophys, Jonr, 8, 218~222, 1898. 
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fi) BMV IES 27) > b HF O MRM EL ze NO TOA 
を 検討 し た る に , folte & BORE OAL ISU SBE OME d OT, Abe 
BaP 3 M322 ORL SRAORBIU CLS EO OLIES LOE G~ b 
Bo 

(2) REPRO (EW Girt BRUNA FICIR 9 7 2 Od HEC6578.1A), 
黄 線 (53875-6A), HWR(5075-7A)O) = MO PEI US HAT ROWED 0 T, 
この 三 跡 は 高 屈折 牽 を 有する も の 程 直 線上 に 現 は れ ざ る 傾向 あり 。 こ の 出 
線 と その 切 線 と の 聞 の 選 折 窪 の 差異 は 最高 の も の に て (No.47, Np =r8474) 
波長 4500A~7000A 間 に 於 て o-cor を 有 す れ ども, 祥 際 に 測定 し た る 涼 長 
5300A~6300A OPAL HS TI 0-0005 の 程度 な り 。 

(3) 波長 分 光 計 の 表 は す 波 長 の 誤差 は C-F 線 間 に 於 て は 最大 ま 2A に 
し て 視 験 中 度々 太陽 ネ ペ マク トル の Fraunhofel 線 に 調整 せり o Lariat 
細 際 の 開き は , 波長 の 差 50A ORO IDET AMT 2 DMS te LE 
き そ の 中 央 部 に て 測定 せり 。 こ れ よ り 來 る 波長 の 差異 は +zoA を 越え る と 
は 券 へ られ ず , ARIS LT £ 0.0004 以内 の 誤差 と 認め ら る 。 

(A) 各 測 定 値 は 媒 費 中 の 測定 破片 BS 4 回 一 zo MOF U 
Cs ZO PIGRRBEe BKK OM Cx y~e eA bOI IC 
ee BWI OS THEY O 。 そ の 結果 多く の も の は £158 AHO 
GL, 最大 の も の に て も ま 4A を 越え ざる こと を 知れ め 。 妖 質 の 分 淫 
を 決定 する 標準 座 子 の 測定 値 を Hartmann の 分 散 網 に 記入 せる 際 , その 分 
KONIC BILIS b LORDS DRED S ODL UTHEEL, 


1) Np =17 YLORRARZAT SMH Lt LER EE, * OBE LT 
35 WY BE bee, MHIRE REIS BIC CABO も の な る 故 媒 質 が 不 均 質 と を なり 
易く 測 室 に 困難 を 件 ふも の な り 。 MLE COMMA CBR OMENS eT 
2 WEDS & Hy OPARKIC XV, 叉 測定 波長 を 比較 的 明る き 5300 A~6300 A の 間 に 隈 れ 
ば 相 営 程度 選 け 得 べ きも ゃ も の な リ 。 
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直線 に 現 は れ た る も ODAFRB ECO, CR GOOBME SB LILEWI ERT 
に ま 5A の 誤差 あり EL, これ より め 作 園 に よめ 屈折 肉 を 求む る 際 に 如何 な る 
程度 の 差異 を 生ずる も の な る や を 作 園 ヒ よ ょ り 導 出せ し 結果 , IBYFAE + 0-007 
程度 の も の な る こと を 知る を 得 た め 。 

(5) 以上 湾 べ た る 本 定 験 に 際 し て 生じ 得 べ き 種々 の 誤差 を MBE L. As Heth 
折 卒 測定 値 は その 誤差 最大 の も の に 於 て #0.002 以内 に 於 て 正確 な り と 
する を 得 た 9。 

(6) BUDO bio CME SE OIA O CHE, WE BAT 測定 せる 
結果 を Hartmann 0) 4a ILA LC 4 0) SSB RIS BEBE, & BRS 
ee ee 
HLS 5 tO 6 ABREU RSL OAD, COA SHH a (= 
fit CRS CIMT AS SED’ db OCH O ML PFAS Dak B SOPRI P C 
BELT SZEDE AOL. 44, 

RS ASO EO MS eee oh ike HedES る に 
タマ タイ ト 中 の も の に て は Nyp= 1-820, Bees eepe a) RU SAO THe 
Np=6-783 12 LCA AB IC HB OGR eA L, ペ マゲ マタ イト の 方 高き 値 
2REO EOS AIL & RIC LT Ne-No =0.004 を 示せ り 6 

HRA ORAS & OBR ORME Bs ERAS SOD ALIENS OPTS & (UO 
理性 と の 開 係 に 就 て は , BFR OME LHD も の を 測定 中 な れ ば , FOX 
を 傘 ち て 報告 する 所 ある べし 。 
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lL gO ee zeae 
2. ALARA Jy th 5. Ae Ste 
3. RAB LI AE 6 要 凍 


本 邦 に 於 ける 癌 鐵 (Fes (PO4)2. 8 H,O} の 産地 は 玖 の 如く て, LO 
DRBINL AIO kal 2 frei CH DL, JE FEMI ED & Old SeRE 7s inn IZ 
BB LCH Ho TEES C ORMUNOWES 古く か ら 企 て ら れ て , SH 
(HARI S tUT O60 叉 党 教 室 に 於 て は 敷 年 前 より 示 津 教授 指導 の 下 
に , 足尾 確 山 産 譜 媒 物 の 確 物 息 的 研究 を 行 ひ つ ヽ あり の , AW & COW 
し , Czapski の 複 彫 測 角 器 に 依る 形態 皿 的 研究 並び に X 線 に 依る 結晶 構造 

1), 2) 


の 研究 に 就 て は , TOKE SUS PUTHEN pee 
BEF Ors な る ES Hh 


se SRL 74 FS LE ABBE PAU Papal 
2 PBST AR MN i Fe PREKP ERAR Bd NG 7 
ポン シカ リ ベ ペッ 有川 落合 PRIOR NBS AP BS BY 
ye ER A RAE PIE wf 


1) KAP AAO 15, 171 ~187, 昭和 11 年 。 

2) 高根 勝利 , 大 森 世 一 : BADE 16, 234~240, 263~276, 昭和 11 年 。 

3) jUGR Me EAB BET © UES ARSE (LTTE BAR © GF IC IN ARS BLE AF 
Wy SEFC PS CHR ZEAE BMT Ste C OBL 2AKKOLM TC, 特有 な 
(a eB L, HHA PICIRHE LCOS > BEROWNBICKG る 一 産地 と し て , こ に こ ヽ に 
BIZEF So 

4) fazE e OI RYIS DAB GEIR © 0 

5) 原田 準 下 : ADIN 14, 292~296, 4 F104, 
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iia Fes RUD PARAS BB 1 = ERE PRB a AY 
4 GRABGE Wy FUR RR ra OF BB SAS NY Ty Dk TB US 
HiAGK ERA AB AL ER HOR 
FURAN KOGA WA ATA BE 
BEC “1-8 9 HL Sh HEAR Gi CBR se phe 1] 
SABE ATH AB LRA SPRY 4 [il REAR RID AS 
BAB RSL RL Oy 2 ay ek Dl tS RB TEL END I PS 


4) 5) 
ee ee に 開 す る 研究 に は , 主 な る も の に Des Choizeaux, Rosicky, 


Ulrich EBA SD, 光 忠 的 弾性 軸 の 方 位 に 開 す る 記載 に 二 種 類 あ り , 屈折 
窒 も 種々 の 値 を 示し , RAMSILIERO HEELS SD, HN BAROLO 


<a 


Ae FE BER LL) BE ER: 2 HEE 


LD mae ZW? REO 4, 288~289, 昭和 10 年 。 

2) JMMler HEIR: 同上 4 289, 昭和 10 年 。 

3) 4 AREA SS EE Sib ee SR 37, 518, 昭和 5 年 。 

4) Des Cloizeaux : Nouv, Rech, 1867, 184~187. Manuel, de minéralogie II, 
2fasc. 496~497. 


5) Rosicky : Rozpravy Ces, Ak. 17 17~20, 1908, 
6) Ulrich : Rozpravy Ges, Ak. 31, 1922, Zeits. Krist. 64, 143~149, 1926. 
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三 あ る の て, EME I EO 
ibaa Cots — [eal ) (CRA し 
た 結果 を た 輝 べ た いと 思ふ ぶ 。 
この 研究 に BOT Id, 御 
ARNG 7S © BUTEA & PUES ¢ 
を 辱 ふ し , 叉 貴重 な る AEE 
試料 を 多 敷 に 御 和 貸 典 下さ つ 


100 


I 0 た 前 津 先生 に 深謝 の 意表 

HGR © COLO DIC IF B HoH So OCB PA LC hk 
ne | DA を Ny sss ro) ee 5 aes 

eee Ae EVAR U)— BCR F BS Ot 


JESS BA Lica 
2. Fe Bw HOA tL 

HESEAMEOD CLIN Jy (IIL BAL, Des Cloizeaux [jit COLON 
RAI UC, BIGSWMZ) tah cL BRUNE 6 OBIE MI HSC 62° 
2S’ の 角 を な す と 記載 し (第 二岡 fae Dang, Groth UF Lacroix 4 は この 結 
時 を 引用 し て ゐる ぁ る 。 Akt Rosicky は Kostalov (Valdice) # Osis (we 
研究 し, 光 幅 面 は 前 逃 の 如く (010) (ARICA SD, PLANE cH 2 
上 の 位置 に 於 て 7° を な す と の 結果 を 得 (第 二 園 IL), Watson, Gooch, 


1) Des Cloizeaux : Op. cit. 

2) BPIBREB=aB CRC OMA ROM CL, CKROMAIC KS 
指数 を 用 ゐ た 。 : 

3) Dana, E, S. : The system of mineralogy. 814~816, 1911. 

4) Groth, P. : Chemische Krystallograghie, 9, 838~839, 1908. 

5) Lacroix, A. : Minéralogie de Ja France. 4, (1~2) 402~461, 1910 

6) Rosicky : Op. cit. 

7) Watson, T. L., Gooch, S..D, : Journ. Wash, Acad. Sci, 8, 82~88, 1918. 
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Larsen’ 及び Ulrich 49k 2 POS REMI TO Bb. 

BIN se 2* COLO) = aMEGEL-C, BIE AESN X 28 D Wh & AGT Ae MAIC BL 
CAMA RULE OD, 弾性 軸 及び Y Ota ROT do 
Winchell’ は この 両者 を 共に 引用 Ls MOREA I Ulsich pi 5k 89 
て ゐる が だが, 附 園 に は Des Cloizeaux の 夫 に 相 営 する も の を 掲げ て み ゐ 

2 FEAL HERES 22H & O (010) 及び (100) OHH HEM LT, この 
弾性 軸 の 方 位 を 観察 する に , X は (010) に 垂直 で , 2 は c Hh E RAHA BO 
鈍 角 内 に 於 て 29°, Y は BP OGBIGINICIS T 61° を な し , TERED HEE BS 

第 


li} 


(1 


O) 


Mv 
va 


| 


OY i eae 


ae 
(010)e%5p i . bo(010) 
Pe I Ree 
IN 2 : 


(112) 0 12) 


(100) 
FEB AHP X, Y, Z 2 ee win, 
主 な る 結晶 面 と の 闘 係 を 示す 。 


l) Larsen, E. S.,, Berman, H. ; The microscopic determination of the 
nonopaque minerals. 248, 1934. 

2) Ulrich, Fr.: Op. cit. ' 

3) Winchell, A. N. : Elements of optical mineralogy. IT, 126, 1933. 

4) COTM OLEH Hho hic, MAINE BO Ri MICH c ZAcH=28Y° x 
る % D(Buttgenbach) が あり , Niggli OFLQIL oe OME RL APE CHS, 
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る 。 こ の 結果 は 第 二 剛 エエ に 相 辻 する も の て, Rosicky, Ulrich 等 の 結果 と 
良一 致す る 。 従 つて 少く と も 足尾 確 山 産 の 藩 鐵 確 で は , 光路 的 弾性 軸 の 
方 位 は 第 二岡 民 が 正しい 。 こ の 光 中 的 方 位 を や ステ レオ 投影 し て , 結晶 軸 並 
びに 圭 な る 結晶 面 と の 開 作 を 示す と 第 三 園 の 如く で ある 。 
3 ER MO BR ¥ 
SE) AY at lS KOC WTAE 22 Rb BSN, KORE 方 法 に 依る と 求 


第 = 表 
& y~? 
Th = 7 
measured calculated measured | calculated 

> 0? 1-5859 1.5859 “1.6361 1.6361 
L 1.5859 ” 1.6361 1.6361 
9 1.5862 » 1.6351 1.6352 
10 ne ” eee 1.6251 
11 1.5859 ” 1.6847 1.63849 
19 1.5862 ” 1.6324 1.6826 
‘20 OC ” ae 1.6822 
21 1.5858 ” 1.6819 1.6818 
29 1.5860 ” 1.6280 1.6283 
SO NC er es 1.6278 
31 1-5859 ” 1.6275 1.6373 
39 1.5859 ” 1.6226 1.6231 
LOv NR ees ccs eer tod er Be 1.6225 
41 1.5858 ” 1.6220 1.6220 
49 71-5859 ” 1.6171 1.6175 
OE EE EE era 1.6169 
51 1.5859 ” 1.6162 1.6164 
59 1.5858 ” 1.6121 1.6122 
60 fewaren Tete re 1.6117 
61 1.5860 ” 1.6114 1.6112 
69 1.5859 » 1.6077 1.6078 
OE Bae ens Te Wh ee 11-6075 
71 1.5859 » 1.6072 1.6071 
card) 1.5859 ” 1.6048 1.6049 
80 rosie he we a 1.6047 
81 1-5858 » 1.6046 | 1.6046 
89 1.5859 ” 1.6038 1.6038 
90 L5S59 0 1.6038 1.6038 
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D 5 2U72 TAO IEW 3 % & MO AZO CHA DEV, 

EKA A Th (af HD HOY £5 Ze FIL F も DO 360° Haley zo? 
(ISB BILAT Ohl PRG Ze aE, A A TV Cox “tah OD RUM fq % FEI 2% OD) 
KOT A ¢ So Tv に 最大 値 及 び 最 小 値 が 測定 され る 場合 に は , Ty の 
Th の 値 を 正 訣 に 測定 する 必要 が ある 。 

(CAEL HIN EES S PERF 了 F の 傾き を 補正 する 和食 め に , Th の z8o"~36o9 
第 四 fa 


© 10 20 30 #0 560 GO =7o. 060 20D 
Aon (LW ik & > 曲線 CYB) 及び 直線 Ce) は 
計算 値 を 表 は す 。 

iJ Tv の 角 を 7809 間 の 之 に 相 應 する も の t PES H. Tho)f4(0? 
~78o°) を 横 軸 に , Tv の 角 を 終 軸 に と る 時 は , KA MOWED lt Th (= 2A 4F 
+e aioe am 

最大 値 及び 最小 値 の 存在 する 場合 に は , 更に Tv の 最大 値 (Lice 
小 値 ) に 相 應 する Th の 角 を 0°, Tv の 最小 値 (< 叉 は 最大 値 ) に 邊 應 する 基 
を 90° & L, 上 逃 の 0° 180° DK Th の 角 を この o°~90° Alex, OL 
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の Th o°~go° を 横 還 上 に と る 。 
Tv OWEN ¢ PTR t OFAC 
ny N xsiny 
ni: | pTas 
N : 人 年 球 硝子 の 屈折 卒 
0 : 全 反 射 の 臨界 角 CFv の 角 ) 
な る 開 係 が れる の で , Zk OBEN CBT SITAR 2D TC HOHE 
は す 。 
足尾 確 山 産 癌 鐵 忠 の (010) を 用 る て 測定 し た 結果 は 第 一 表 及 び 筑 四 賠 ( 漠 
OC ZKOMMB a, BRT ELT 
a = 1.5859, $B = 1-6038, = 1.6361 


< OPE & Ot TE eA UT, & Th (CO SRR ORTH 


を 求め , を 測定 値 と 比較 する と , COMMPTASO EME S BALD AED HAE 4 o 


第 = 表 
Jndex of refraction QV 
a 8 y (calculated) 
Gaubert 1.5768 1.5930 1.6267 70°44! 
Ohmori 1.5859 1.6038 1.6361 74 34 
Rosicky 1.5818 1.6012 1.6360 74 52 
Larsen 1-580 1.598 1.627 | 77 42 
Ulrich 1.5816 16042 | 1-6365 81 16. 
Rosicky 1.5809 1.6038 1.6361 | 81 40 
Ulrich 1.5809 1-6038 1.6326 | 84 50 
Larsen 1-579 | 1-603 1.633 85 4 
Ulrich 1.5788 1.6024 16294 | 87 30° 
2 | GD 
Winchell 1.5766 | 1.6050 1.6267 (-81 0) 
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この 場合 に a tt TAR ANTICS TB eC ld 8 2B OT, Th DME LT 


第 五 
700 
90 + 
60 noe 
70 
1,640 
© 0-0 
7.630 ° 
lo 
7.620 
7.670 
e 
7.600 bs 
7.590 
 } 
7.580 ° Pc 
© 
GT 


TTR D RPTAS & Teint fh 
CRBS EEO UE OB EWE LEO) 


SESE. HL Ber IPAS THI SN}, Th LSICBMEL, 2D 
IRATE no ik 


iN ce B° 
£ 1—e2cos2 
BNE 

e2 = Ras Bey 


a 
9: Th の 角 (y (FAKES S Th=o°, 8 に 相 應 する Th=90°) 
a, By? ESO IB PAR 
ICR 6 So COatSHele 5 — 2 OTOH 7~B 及び 直線 2) の 
如く で ある 。 Bil & AINE & SHIT Sb, EBRD MAC HS 
致 を 示 し て ゐる 。 
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HEBLORO JR PTS C HEAR ROAR 3 tute § OIA BIRROPAMC HI し た 様 
に , 4 8 RO 1 の 何れ も 種々 の 値 を 示 LH 0-01 の 開き が ある 。 こ の 原因 
D—WLHEELDRD Fe" の 一 部 が 酸化 され て Fe™ に 毅 化 する 事 に 若く も の で 
は ある まい か と 疹 へ 5 ら る 。 

+ WO wh 

ESKOM < HERANDSE EMA X (x COLO) に HEEL CHEN ICE UT HO 
DR, (010) HEH CIS EHS 2 GET SBD UAE 0 SC ERE BESE を 用 ゐ 
て も , THR HOY UG oA CUE ST SBI RE DOK 
(100) HE Ck SEE SEPA CE 2077 CH AHS, Wwe < Pe T る 事 が 
困難 で , LB SMR DZ TD OBI Fe KS 観察 する 事 が 出 
BE DOtz. FEO T Hlth MIS Lik WA PTAs KO RSE L, 2V=794( 十 ) な 
Alii ico HIRO IcHh AA AEE OIE DAT, 最小 70°44 (+I 4 0 
最大 99°0' (BN —8r°C') 迄 の 開き が あぁ る が , ZILMPTAROBAMEC も 義 係 す 
る も の で て, LDHEBSHIIERVUADETET 6 BIMT, Niggli la Axel % on 
AS SBE 2 HBC AL KS talk<TOSo 

5 iw 光 A th 線 

5 Phin we Oitinn (CHS, em? (010) に 垂直 な る 場合 に は , Hi LE 

OMEROMA OW 4 E は , 


01-0 
Bo 
2 


TRH 63245 CSE 41 RVG 
tand; =sin {2R—(w+A)} tanp 


1) Ulrich, Fr. : Op. cit. 
2) Niggli, P. : Lehrbuch der Mineralogie, 2, 638, 1926. 
3) Rosenbusch, H., Wiilfing, E, A, : Mikroskopische Physiographie, ], 487~ 


497, 1924. 
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tanfe = sin (w—A) tanp 
な る 角 を 示し , こ の otk xe RDA LS SEMA LOMB (010) と 
な す 角 , ARO p Lith is QV, BK Eta Yt aR, 


= cotV. sin» 


= cosV. ‘cos’ 


tan, 
Ccoso 
第 = x 
extinction angle 
w 
measured | calculated 
(a 29° 29> o% 
10 28 28 12 
20 26 25156 
30 22 Be Sri 
40 19 18 40 
50 Le 14 25 
60 / TI mero 22 
70 at 6 40 
SO oe B17) 
90 O ONO 
第 
40 
30 
20 
70 
O 1 
(C70) 7020 30 


IS THS Hs EOTHS MOTO) 
t off BF VIS EMA LOMA IC 
IG Sie Edt, Vk ダ を 知る 事 に 
KROTRS 531450 

J2 EBS LU EERIE Ot ig ik 2V = 
74°34 (+) C, RE AIB 3C FG 1 (OLOD = 
BUGS L=29° CHA, + COlD~ 
(100 iistit# LILIA 4 TORO LOW 
HI ERICK OT ROAD L, By 


nx 


40 50° 60 -70° 80 (700) 
COLO)~C LOO) RAE & IEA Ha 


Acai (LU AE He AIL ZAC CUED 
LAV SMID £ UAE 5 AERA, 


ER BE AE Ze JE CT (O10) AHO UT ZILA S 2 EA ME LE も の 
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と を 比較 し て 第 三 表 及び 第 六 彫 ( 岡 に 於 て 計算 値 は 曲線 を 以 て , Tene 
DPE RRL THIk した) に 示し た が , COMBE 良好 な る 一 致 を 
の o 

この 清光 角 曲 線 は 光 軸 角 及 び Z (wkd V) が c 軸 と な す 角 の 大 さき に 依っ 
THES Bd, 上 輝 の 計算 に 於 て る 還 の 位置 に は 測定 値 を 用 る , 光 軸 角 に は 
届 折 牽 より 計算 し た も の を 用 る ゐる た に る も 拘ら すず, 測定 値 と HL wD この 様 
(ER UKB EO, 2V=74°34 C+) の 計算 値 は 倫 り 誤差 の な いも の と 参 へ 
られ る 。 

6 # . 絢 

足尾 確 山 産 敬 鐵 確 の 美 品 を 用 る て 光 訓 性 を 観 祭 し た 結果 を 要約 する と 次 
の 様 で ある 。 

C1) EE ERO Ht Sys A ir lt, 光 軸 面 は (010) (ae, X 
ia bth & 247, Z lk c tah & ARNIS B OSG AICHE T 29° Y 1k 8 の 銘 角 内 
に 於 て 61° を な す 。 

(2) 全 反 射 屈折 計 を 用 る ゐ て 屈折 卒 を 求め る 場合 の 一 方 法 を 輝 べ た 。 

(3) JPL ZEIT TAC KO Cae LU, 

ES 

bu = 21-0036, 

OI 
な る 結果 を 得 た 。 

(4) この 測定 値 を 計算 値 と 比較 し た 。 

(5) 3th QBs & OMSES Alc, 2V=734( 十 ) う で ある 。 

(6) (0L0)~(100) 卓上 帯 上 に 於 ける 消 光 角 の 測定 値 を 計算 値 と 比較 し , 上 
逃 の 光 軸 角 の 適 営 な る 事 を 逃 べ た 。 
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HE I FR IC 


Kea OD hest AO iB IC S At 


a eK 


Ah OPE IG OIE AR BBMLIZ OW TAZ ROWMEDD BD, 温度 の 
REV SHB TOME it J. Joubert," H. Le Chatelier BU} F. E. Wright 
と E. S.-Larsen 2 の 研究 が ある の る み の 様 に 思 は れる 。 

筆者 は 直 津 先生 の 御 箕 め に ょ り , Leitz 製 の Endell 式 加熱 題 徹 鏡 を 使用 
LUC OBB 27TOt. TA LILO IG UT & SESAME IO BIE 
は 不適 営 な の て , DARIN A DER At Gait EVE OA Te HEU Ze 
RHE GUT, MOR MeITS IEDM Ko IO BRIERE IL AEA 


温度 | 1 I nee | ay Vv VI | oy | 


I5°C| 21-609 | 21.882 | 21.729 | 21.369 | 21.319 | 21.869 | 91.539 | 21.532 
e7OOraal eases 22:72. | 21.90 | 21-82 | 21.92 | 99.04 \\99\08 | 27.97 
| 200 | 22.28 | 29.81 22:51 || 22.10 | 2241 | 2228) e0K500 | 22:42 
| 800 | 23.20 | 23.84 | 23.56 | 29.63 | 2230 | 29.97 |"23087| 93.03 
400 | 23.36 | 24.381 | 2425 | 23.85 | 93.83 | 93.62 | 93.51 | 23.74 
500 | 2504 | 25.12 | 24.50 | 24.84 | 24.40 | 2466 | 2476 | 2456 


| 560 | 25.00 posse 25.49 | 25.04 | 24.79 | 24.90 | 25.03 | 25.05 
| 580 Ota Ml Panad OB GMa cules Bsc || Geese 25.67 25.40 
| 600 | 25.38 26.01 DAI lh meets 25-38 | 25.28 | 25.69 | 25.41 
| GLOs Ver aad 6-55 te eee 25.32 | 2643 | 25.85 | 26.04 | 25.70 


1) B. Sosman. Properties of silica. p, 688, 1926, 

2) J. Joubert, J. de Physique, 8, 5~10, 1879. 

3) H. Le Chatelier. C. R. 13. 119~123. 1890. 

4) F, E. Wright, E. S, Larsen, Am, J. Sei. CIV) 97, p. 432. 1909, 
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と REMC AR PEON eS path difference OWME INES 
られ た 時 に も 使用 せら れ た も の で ある 。 
、polarizer 4% HICAEA 
YF ULBEO tart to 2° 
加熱 され た 厚 る さる rmm 
乃至 r:.5mm の <c 軸 に 垂 
直 な 水晶 板 を 通過 し た 
Be AONE WO Ltc ae 
analyser CU C if 
する 位置 を 求め て 旋光 
| 角 を 定め た 。 Wel 
ee OM CI EAR 
Pee: IN °C め る の と ょ fa ※ に 個々 の 
測定 で は z??ー2° DHA DSPRNEDOK, TOWEEGO— Pe HHL 
. し て 掲げ た 。 第 一 岡 の 愚 跡 は 答 個 の ヶ ~zo 回 の 測定 の 平均 値 を 厚 さ 1mm 
の も の に 換算 し て 賠 示 し た も の で ある 。 
これ 等 の 測 跡 の 配置 で も 和 制 る 通り , 573°C LIAO SAGA OWA HES B 
PERE EMU LER OBR CIAO 明 に は 認め られ な か つた 。 HORE 
OM Galt 6 ORR IE 640°C に 達し た の み で ある か ら IK OMAR IIS 
(F BRE SDOEMED ER O HACE Uo 
Ay 573°C を 境 と し て , ROESIOUIE & BML SB BSEDE UT TH 


Ss  — ff 


DPCHt ORME —Kithee & OTHE UL, これ 以上 で は Le Chatelier 4 
(LHD TC HMMCHAGHERSZADE LT, その 定 駿 式 を 計算 し て 見 る と 


1) S. Kézu and M. Masuda. Sci, Rept, Tohoku. Imp, Univ. S. R, II. vol, 
INU No. 1. p. 1. 
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pz= Po (1+0.000157¢+0-00000025¢2) (573°C 以 下 ) 

pt= Po (1-18 +.0.000199( t— 573)) (573°C. .) 
と な る KMOIs DIS Le Chatelier OFER PHU 2 

Py= po (1+0.000096¢+ 0-00000021712) 

P¢= Po (1-165 +40-000015(¢—573)) 

379"C 以下 の も の で て は Le Chatelier の も の と 路 似 て ぷる が ,573°C 以 上 
DEOCAELS Oe る 。 こ れ は 64o"C じ 以上 の 測定 を 行 は な か つた 筆 
者 の 資料 か ら 拒 葵 式 を 出す こと に 無理 が ある DC, この BOK IL 不 充分 な 
EDEMA 

IC OSE einai SULA S BUR DOK. ALC TE AE 
DUNES 6 tt EO fei ei m CalSEUTILS ¢, 1mm の 厚 さ の 旋光 角 

ABEL 100°C で 約 0.oz9, 600°C で 約 0.2° LOVED A BOCA 
DIG © OTERO IEE § 2 BIR UC, PUBMED RIL IL BA ob 
EU ia. 

WED BEB e7T SIC BEUC, mile As (Li OB 2s BS Ae AVES FS 32, AERO) 
Ati, 試料 の 作製 等 を は Cb HWE OUT HBA AR) 25 BLES BBO: ¢ 
FIL CS ERS RB ORPRS AKBCHS, 

SAR AERA C ALIE e OBIE MED FICHE D Gtr C2 4 kh OBFSEL RENEE 
C Lis BRC ISO 3 REI OBMLO 性 質 を 知る 必要 が HO, Sealy yE 
生 に 従 つ て この 寅 験 を 行 つ た の で ある 。 直接 に 必要 と し た 所 は き 程 の 正確 
3 2RUROHELYO LOCAL ZDCHOIH, ZS BRL ADS 
BRO TEMES BOTILE OD’, この 方 面 の 研究 が 比較 的 少 い の で て, CIR 
to bet Sic 


1) S. Kozu, S. Saiki, Sci, Rept, "Tohoku Imp. Univ, S. R, II, vo), I. No.3. 
PP. 203~238, 
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4910. RBRPORSRU CPE 
BMWOAL Frondel, C., Ashby, G, E, 

A Bit, ALE ORR MIC 赤 
BRALEDOG MBM Ai, AZO 
COOL) IC し て 統計 的 に 研究 し, EER 
物 間 の 結 品 構造 上 の 開 係 を 論じ た を り 。 磁 
TO ta ih HE & ABO COOL) に 於 け 
る る も ゃ の と 比較 する に , AFA A hw c 
FAS 9 WEE C111) O RF iB AZ 
HOOVDORKE —¥L, RUM) Fe” & 
び Fel” (£0001) Si に 相 営 す 。 TRARTEIK 
於 て は 百 圭 母 の (001) の 構造 が C0001) 面 
KRU S_ (Am. Min, 22, 104~121, 1937) 
〔 大 森 〕 
4911, 磁 硫 鐵 確 の 共生 開 係 AH 4930 
BAR G 
4912 FHABSERES AN A 
RE, TERR 

BANE RA RAE SEPT ARAL Ue BE © 
EB OIBPEMLU 1c Ho BE HFC 
Vo MeABit B=1.553, y=1.555 に LT, 
Fed fa (x Wulfing の 光 軸 計 に 依り 2 選 = 
67°47'+10', 2V =42906/ 生 107。 BE BAH 
上 の HRT OMS ャ ーB は Babi net の 
ュ コン ペン セー ター を 用 ゐ て yーB=0.0021 
72> HEH の 結果 は SiO2 50.842, 
AljO3 21.87, Fe2O3 1.24, MnO 3.48, 
CaO 0.28, MgO 0.04, K20 10.57, Na20 
2.88, LiO 5.46, H20 0,96, F 4.69, total 


100.36 に し て , @k VY Muscovite, Poly 
lithionite 及び Protolithionite の 比 を 求む 
る に , 夫々 47%, 35% 及 び 182 と な り , 
光 加 前 性 質 ょ り 得 た る 結果 と ゃ 一 致す 。 
Chae 16, 166~169, 昭和 12 年 う 

〔 大 森 〕 

4913, Aenigmatite [CHET Bowen, 
ING Je 

Aenigmatite は Gossner 及び Mussgnug 
に 依る 結晶 構造 の 研究 の 結果 , AAAI 
ょ り 除 芸 され た る も の に し て , Fleischer 
は Nag Fe2Fe2 Tig(Sig076 な る と と 
あれ どる も , 一 般 に XX4YisCSigO7 う 6e な る 
組成 に 相 営 する も の な る 事 を 述べ た り 。 
ATE KBE ICH LCi, KS ORE 
ある の み に し て , Kuntz は y=1.799, a= 
1.795 を , Rosenbusch は y—«=0.0064 
BEEK Y, BRAT 7) HKECRE 
2 BAA Ose sh ALO IC ASE Oe 
IC ADE Ye BD, © OMPBERIE 
に 依り て 測定 し,x=1.81 寺 0.01 B=1.82-+ 
0.01, y=1.88 圭 0.015 CE SPEIE) ETRE 
VU, WEAR is heii = BT ee 
す 。 (Am. Min, 22, 139~140, 1937) 
CRI 
4914, BRORMMHMRORATSHA - 
Tertsch, H, 

Hintze の Handbuch der Mineralogie に 
SHY Dirk Fi % OM Th eid * RIK 
従っ つて 分 類 し その 統計 的 研究 を な せ Vo 

SC AE hs SE AT HY IC BRE Lee BS RS 
LMILS SM BOEZERUDMIC OBC 
ZEN. (Zeits, f Krist. 94, (461~490 
1936) 〔 渡 邊 新 〕 


抄 50 (46) 


a Ai BE TE KR 
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9915, 低温 に 於 ける 臭 化 ア ン モ ン の 結晶 
橋 造 Weigle, J., Saini, H 

ー40°C. か ら ニ 71.5°C の 温度 域 で NH 4 
Br & RBA LV CHIE LC —40 
°C か ら 180°C で 安定 な S BNH4Br Ce 
Fi) 1k -40°C 以下 で 安定 な る YNH4Br 


GEA ICS DMB Yc OBMEIL EH. 


格子 軸 の 二 っ が 0-3 CAMEL, これ ら 
の 軸 に た に 閥 し て 正 又 は 頁 の 方 向 に 変 互 に Br 
ィ イオ ォ オン が 222 丈 第 3 軸 上 に 移動 する も ゃ の 
と 考 へ 得 さ べし 。- 本 結 品 は Simon 及び 
Bermann DAS hn D Weg CES S BARE 2 By 
MEURT Vo WHOM ~OMBD 
研究 は 結 品 の Mosaic Figo HRA IC BAS 
す , 何 と な れ ば 同一 の 格子 軸 ce ae 
PRIC ABLES dy BES, 
の 塊 ょ りり 構成 され て ゐる と すれ ば A, 
中 の 各 Mosaic Ho =o fy li} OD 
AF thao SC BAS AO Ais te VS 
(Helv, Phys. Acta 9, 7, 515~519,1936) 
(高根 〕 - 
4316, アル カリ BLA YA AF VOBE 
Brosset, C, 

KgWoClo Oatsite 3 HEE Pee し 他 
D4OD ARI © he F PHS BLA 
LBM AHARCG LRM: 


が Mosaic 


RE FBI EAL eV o LEI O BT S 空 


i 

K3W2Cly (NH4)3W2Cly RbgWoCly 

aCA)7-16 7-16: 7-24 

eCA)IG-17 —, 16-17 16-95 
Cs3W CL TlgWeClo 
acA).. , 7-38 7-15 

ecA) 17-06 16-33 


= 


Ea Cén に し て , 単位 格子 中 に 2 分 子 
を 含む 。 RPMI CT Wolo tO 
群 を 形成 し, 本 品 は W2 ぅ Clg LOK RH 


充填 格子 の 空隙 を KA AYR 占 む る る % 


DESMMST OL eS & HE AS re Ws, 
(Arkiv... f. Kem, Min, Och Geologie, 
Stockholm, 12A. No, 4. 1~8, 1936) 
(高根 ) ; 
4917, KeRLGO kB Groner, J. 
W. 
Warren 及び Bragg は 1930481 A 
iit H4MgsSin09 OPE ANH E BAZ し 
% ORME (SATA © BLES HEE IC Hi wD “C 
類 以 す る 構造 を 有する 事 を 示せ り 。 ま た 


‘Selfridge CAS HH4 7672892 Dia heer AI & , 


Tin. 4 HIB ABE OS 1S ACH Ft & DADE @ FRM AG 
る も の の 二 種 に 分 類 せ り 。 筆者 は X 線 的 
に 研究 し , Selfridge & alfa xe HL ic Hye 
せり 。 BUS We lee AT A AiO CA 
AiO RIK DIE 3 5 FEO CHD % Mit 
RAZ SXX LORY ov. £1 te (X Warren 
及び Bragg KV CHEN ke SUK 
He Sy ACM A ASR CUS EMRE & 
有 す 。 (Am. Min. 22, 97~103, 1937) 
CK 

4918, BIRLGRBEt Anauxite 化 
2ARRS> Hendricks. S. B. 

高 陵 土 Al203. 2Si, Oo, 2H.0° mye 
nn fice: 2 je CEE RU Anauxite の 一 一 駐 位 
MRA KE LUC x= 線 及び 電子 線 反 
He AAO CHF UCC Grunner の み 提 
鳴 せ る 結 品 橋 造 に 一 致す る こと と を 論じ た 
り 。 Anauxite cH 3 SiO2: ReOs w 
Tha’ AlgO3. 2SiO2. 2H0 ic fh Bx 


線 '265 pb 
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り も 大 と な れる 場合 AlgSizgO5(OH)4n 
Ji P32 Si が Al に ょ つて 同 像 置換 を さる 
SLUGS” Al イオ ォ ン 及び (OH) の 減 
jk BHA し て Anauxite RAL te SL Haut 
Yo (Zeits. Krist, 95, 247~252, 1936) 
Cth) 


BABRKUE 


4919, BRSOZ SHER 
tsky, BM.” 

DEBT AE (LEE RR REG © ELA 
RDI FT SMB ELAS LDOIC LT 
BYRD & EM A 690 種 の 岩石 を 
FAUE V Do Mesocratic Rock f= #730 — 
C54 ORGS EL SHME MAT — HE 
BG tt OWRD LB AT, HE > SEB IC HE 
C6 CEO BAIL Vogtm Anchi-eutetic 
Pointe AT. Mi * OLE O Hk, 
BAGH, BRE WT © TELE EE S BCH 
Ei St NS AR GY © HB ht & — Fee FL 
CMBR ic CE KO BEL 
平行 す 。 MNO pela, BER A ROuE 
ta DPI RD Se Whe AIC, ea ILE 
HOR CSA ACHE ise S £ a 2 OPA) A 
CRY CHIR S FC ER RE CER 
i ERR & OPAC TAA BAIS 3 Nr 
YE MS, RBC HEE aR © FETE IS 
OKA d FEL) SPE ~ HE GB 
opi ll es eile 
2b SVE AOR te SMO ENA 
Mes LEM AMEE SMG he 
含む 岩石 の 三種 に し て , MEMAK UIE 
似 型 あり て , WAIL OPE & HL 
概 橋 古 の 存在 は その 基 性 を 示す 。 (Trav. 


Kuple- 


Inst. Péetrog URSS,,.9, 53483, 
C 瀬 戸 〕 atta 
4920, 2CaO0-Fe2O03-CaO. S102 RA 
GH 西岡 兄 三 郎 。 

製鋼 精錬 た 礁 ける 協 基 路 鋼 津 研究 の 一 
bat し て 行 は れ た る 本 系 は 45 wt-7CaO, 
SiOg, 1185°C に 共 品 申 を 有する 甘口 系 
Ye CEM OWA, 14, 60~635-19373 
C 小 岩井 

4991, Lapland® Granulite Series 
OREM ROBB. Mikkola. 


1936) 


_E, Sahama, T. G, 


RU % OME IC BES 3H 
Att. OPA IE em LS 
DHE DA OBES BOK YAEL AE 
片 訪 岩 , SEE TE a IK STA it 

White 4th, THEE Meas 月 yeas 
© UC, 2x Granulite と J WME & ae 
UO, SIRS IS IPA (a Granuliterc RU 
ME UCBE LED LC MUST. Wa 在 
wiyt Granulite に 接近 する に 従 ひ その 量 


Granulite 


| を 5 厳 ず 。 Granulhite 市 に WHE TERS 


REAP TW LT Granulite は 少量 の 
長石 , MAB MRO EE HERI Ho aX 
YHA PEE OWRD BAF 9 AIS LE 
YiLa Granulite Series の 平均 成分 は 本 地 
ERO AE lel iit a O AIC MAWES E WES ML 
財 坦 基 性 内 は 18 同 所 に 知ら れ 多 は 単 獲 
BES, 4 ORM od AAT 
% eka & Ly AL, We We, Beh Fi 炭酸 
Hey, MUR TB Aa, ¥4e 1x Kussuolin- 
kivaara pEO ILE eT L* Ott 
HEL} pp aE OS IC GPS 20> HAL, PR Aa % Oe aH 
LC, REO HERO DAE & oR 


#5 52¢48) 


a A TG TR KR OS 
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Y , (Bull. Com, Geol. Finland, 9, 357— 
371, 1936)C#E 
4922, New- Siberia 群島 中 の Liak- 
hovsky 島 の 岩石 . Holmiansky, I. J. 
AR SWIC A Ein Rea FER a MA 
RM OMAHE RCE, FA, DURES L 
Liakhovsky の 花岡 岩 は 4 ial PL Mee 1c BA 
係 あ り , シミ リア 大 陸 の 花 PRR ICR 
似 し , 閣 島 と 大 陸 と 連絡 せる 開 係 を 示す , 
本 岩 は 他 の 島 の 花 賠 岩 に 比較 する に 化 硬 
KBs Dis Wes & FIC LIB TE OY BIH Ic 
L Chih 4E ita k UA Lo RICHY YH 
は Sviatoy Nos OPM ICHk sn, 花 
ia k UBF LS UR AE te UV, 叉 基 性 
EX MUL A (LAR Lh bh © ME— © FEPE BIL 
て 他 の 高 に は 無く , RIK NAR HHH la 
1a lA & ARH ARB E © LIED He 
RAE he B HERE CH te US (Trav. Inst, 
Petr. URSS, 9, 105~147, 1936) [瀬戸 〕 
4923, Canning Land の 古生代 火 成 
岩 Nygaard. A. N. 
Canning Land (iif Greenland » 
Jameson Land の 北部 ょ り Davy Sound 
迄 突出 そる 三 つ の 生島 の 東部 に 位 す 。 本 
地域 の 機 成 た は 火成岩 が 最も 重要 な る る ゃ 
I Bea lL 火成岩 より Het IC Pe ¢ BESE L, 
BG OER IL VERAELIC UC, 北部 及び 
Va IC (2 WE te BSE L, 火成岩 ょ り 
ty ¢ Cambro-Ordovician +z » Mic 
(Neate & 0B LSA BEC BSED Lb 
述 の 岩石 より 若き tH = fo SICA UK te 
Do ABCA IS ERE, TERE I 
終 岩 , Latite, Andalite, SSRN & 
EEL, AiSKOW RIE La Btee 


受け 方 解 石化 , VET, WEEE, HE 
作用 及 斑 染 体 を 示す 。 著 者 は 本 岩 13 種 の 
化 移 分 析 を 掲 ぐ 。 炊 に 本 地域 の 岩石 は 主 

と し て 火山 岩 よ り 成 り Sub-aerial Origin 
に UCRAROLORbA, SEs Sib- 
eria. North England, Scotland 及び North 
America K St HAE FE OAM IC HE 
JE CMedd, Dansk,’ Geol. Forening, 
9, 1~14, 1936) CRA) 

4924, California, Val Verde S==P4 
3g OBIE Wilson. R, W. 

AR © Bl) RDEV (LWT RE LBL tr 
KSI UCH+EMORBMIZMH, BE 
IRA, BEF RIK LCA OFS 5:3:2 
な り 。 SRV DR Is = IHRE IK LT, 
EI LCL ER LA I ES 
DOGS ALAS SIC O- Bt OF 
KAOSh BARRO Oye SAT S 
AIC IST BAR te Y (CAm- Min. 22, 
122~132, 1937)CH# 3) 

4925, 8 Lappland の Cranulite 
Ol Mz} Sahama, T, G. 

著者 は Granulite 中 の 副 成 分 を Spect- 
"ographically に 研究 し 種 え その 破 物 中 で 
Sc 及 Y AH GMRA, BREA IC’ 
(fF L, ZK KUT La, Ce, Eu WEG 
PICRSE SMM L WD, W Scis Hiyeys 
Sik SATA 71, Ee CBE IC, Vit Granulite 
中 の 酸性 岩 及 基 性 岩 の 両 者 に 含有 し; La, 
Ce (LZICR LU CHUB ICH RH 
HH PVE AICP TIk Se, Y ART 
Rice DH A PICS ( Sar, Ni, Co は 
EI fe DAR AIC MRI BIC S 
AL ERR A, PSA, Be PRT 
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8k 抄 53C49) 


に 於 て る 成立 す 。(Bull. Com, Geol. Finl. 
9, 267~274。1986 う (瀬戸 う 
4926, Plattensee 地域 の Tatika # 
の 玄武 岩 質 岩 . Mauritz, B., Harwood, H. 
F. 
Plattensee Wh iko LICH D iy We SH 
TT 
ひ 談 の 如き 新 結 果 を 得 た り 。 岩 石 成分 
ok aa 
Hed bar Zeolith #¥}y%E1C  Phillipsit 
及び Analcim AAG & UCHROB 
割 を 演じ て ゐる 。 より 早 き 長石 決定 法 に 
ょ り Nash A Ee ALTER FS MEL MED 
た り 。 Zeolith 化 作用 及び Serpentin 化 作用 
は 隊 行 た に 行 は くれ た る も の な り 。 BASH 
AMD Lt OBL hh D Cee bE 
SRA Alkali 地域 に 属し , アメ リ ヵ 式 
Norm の 計算 た に て は 少量 用 の 震 石 を 生 ぜ 
y 。 Alkali の 一 部 は Zeolih に 含有 せら 
SXR%Orey EHR, CMin. Petr. Mitt. 
8, 373~400, 1937) Cy BF) 


2B hk S 


4997, DAS FI] Calumet HWOPE 
ABIRERICRET Behre, C. H., Osborn, 
E. F Rainwater, E. H. 

Vogt Wfiuv ic Groddeck “£43 Bea ek Ff Ic 
PL CHASE LC DAR BARB IC PSO 3 TRE 
DUK U A カー を YIP OB O 
Paragenesis “= (cH -C fii * AE Se ONL 
が , BIC NRE MMe TILA 
WU yip om opgyic¥sF S Ore minerals 
の age relation な り 。 も し も ore minerals 


RADU VIDE VY &LBWO’oORAL 


ば , そ と に は 前 に 生じ た る 種々 の silicate 
の 形成 に ょ り て 体積 の 減少 に 促 ひ て 起 る 
空 際 を 生 ポ ず ベ べく ,ore mineral は と の 空隙 
EFIRF~ALOtHS< 4, SIMTCH 
Leith 及 Harder は Iron Spring HS 
STRKICRS CHET UV, HHL LZHOD 
ES OREM OBER OC = eC Calumet 
DEL] BEA ERIC HE XC SD WR & PRUE 
せる も の な リ り 。 (Econ, Geol., 31, 781~ 
804, 1936)『 中 野 〕 ; 
4998, Southeastern Missouri 別 の 
SQURPRO AK EISRET Tarr, W. A. 

= OBER AIC BA L-CS FE RSS te 
SMUBBRe 61, 現在 な な その 解決 
に 薩 し む 所 な り 。 そ の 主 な る 理由 と し て 
(LE HB © HGS & HPSEC LHR IK 

固 を 因果 づけ る に 足る 適 営 な る 火成岩 の 
BMORMe SBC LT, それ が 急 め に 
従来 は 地球 水 た ょ っ て 運搬 集中 を らち られ を た 
SLOLML, Rie Miz ti Magm- 
atic origin と も 孝 へ られ た り 。 著 者 は 詳 
細 に 多 敷 の 有力 な る data & Lg CBE 
は Magmatic origin の も の に し て , 特に 
その うち に て る も Bonneterre dolomite rp 
CUS SRR BBWC Be Ek OY 
も 明か に Magmatic origin 7% Sc & BB 
WY LF BS & KS..(Econ, Geol., 31, 712 
~754, 832~866, 1936) (tf BF) 
4929, MB TOD ONG bs 坪 
BEAK 0 

ec VERA INSEL © BETA 2 BSAC ARE 
FAK ARS BORER E LC HIE OBER 
a BERGA, SBCA ORI © 76 
HESLOIC LTC, HER GCAREAIC 4] 


抄 64050) 


a At Th WY BR OR i, 268 


MS CHB LAMY Sb OV, 
c OMB KUBICA Le SB 
JHO propylitization, albitization “(a 7% 
URE & LEOPARD BH, 即ち 
PAD (LA PEACE Fi % WIR TT & eB PK 
RAK UCSB: UTA SSR MM 
EE ERON Zit OTR, PA RSS & ER SS 
も の に し て , TRMBRCR TELE OFA 
TA BLD Se [aS GEL DE & REPRE し も の と 
AUR BS CW, 44, 108~120, 17312) 
Crp BF) 

4930, Rent EER Schwartz, 

G. M. 

TA © Bhi EL ORD MT © DFE IR OFT & 
BES SCRA RERR KU pe AP KV e Os 
JERRY MIG SS OK LCE SAO 
ROM Lo 

1S ne VR I< Boe % JE ~ EB SOR Yak EEO 
に し て , 之 に 炊 ぐ も の は し , TEBE. Hm 
SOON. MSE 8 BNO. 7 STR. TBR = > 
7B DOG. ARR. の 順序 な り 。 

ESO, TOR & bet EoR lt — =O 
A & ER & ELM KY LC RIAD So 

PS BSA BR MLE OF 1c GRE = 7 Oe BIL hE 
BNTN D He We & FARRIS UE ED BIC BING & 
MHS S o TRIBE, D7 SO, fy Sk mes IES 
WO L UIC HAS So Qk oe 
STIG 2 Jr (RTH LITE AB MY RIC BILAL S Bea 
稀 で ある が 同時 に 生ずる 事 が ある 。 LIC 
SEY LG SN WE De BK IS HE IK AGRIC HLS g 

ARR IC HSC BESTE © Fe 1 Tits BRE BS FAL 
TL BYR LOE ERR IC LO 
AUC RINSE ABOMRE TE 
TBA Lo BICC Ac RAE AS RE 


20S 系 に 就 て 


MIC C HEC AOL ERAT BHD 
り , ZLARIC A Siok & hypogenestate 
(CTS CETTE & BEARS 6 

WE TTELN DN DSS UIE IC Rs Ch th FS BE 
ORNL し て , WHORE BOW vs 
G~ BS % WETRERORIC THES AL MA SHE 
SID. PS REDE. Dy SS WE SE (Se FEY & A 
し る も 支持 を ず , MICHIE OS, BIO 
FRA ULES & EIR S BEB VY. (Econ, 
Geol, 32, 31~55, 1937) UMEJE) 
4931, Cu-Zn-S 系 及び PbS-CuoS- 
Strohfelbt, E. 

CuZuS Kit S の 含有 量 約 122 の 線 を 
境 と し て Cu-Zn with Ppt L CuZn-ge 
属 臣 域 と に 分 け bar wOMCwBUS BL 
硫化 物 を 共 析 する 。 肥 本 系 に 於 て は 常に 
Zn (i Cuxy S CYS SAAB LS 

PbS-CugS-ZnS Ait = pkey WIL ABS 
AUC & } WIE OSE BLBA (FP APDS- 
CugS の 甘 融 跡 に 著しく 接近 し 辻 際 だ 一 
致し て ゐる も の と 上 叙 し 得る 。 HOLM 
分 系 ZnS-CugS Ok BBY Hye CuyS 
100% OIC Ed SHARE MIR wb 
PVKVIC ALMA SAILISL ZuS oa 
此 の 他 著 し 《 PbS に 富める 場合 に 限り 
PLS を 品 出 する 事 あ り 。CuaS “Lic Ke 
し 常に PbS と 共に 共 析 物 と し て 現 る 。 
(Metal and Erz, 21, 561~572, 1936) 
CaF) 


Sch ik B 
4932, 小園 院内 油田 の 地質 梅 造 = 14 


> 


Fito 
Hes WICC BEME SD BP = $e aS Pe et 
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Gk 抄 55051) 


CARRIER D> AJB AS TEED WASEAG ARE EC 22> 
ther 6 (ZAR ASMATE, Bi RCL Ht) 
の 4 層 に 分 着せ られ , AUS ee 
下部 或 は 前 垣 層 上 部 な り 。 HAO WIC Id 


. BAO LC PIC Lic 3 ATA MAE 


地 が 南北 に た 走り, WA BUSRERR t 13k 
SKB VE) OM OM, MORSE 
FY & SF BBC AIC PARA Lc 3% BRO 
(PICEA A HOGI Ly REL 
WOMB SAMI SLORY» HIMBA 
DR % FORT BID Ic aa lL, 西 目 
WSL VPA PHC TA SKIBMAO Ph 
Bik SLORV, HAMAD Py Mic 
PSC LBRO ICi = MRS V, 

その 主要 な る も の は 西側 落ち , 或 は 束 か 
© PY fj = EW %& B sh ae et Be a _E eet 
に し て , Cnr k 0 CHA HSeA 3] 5 
BbNK SME STEERS FLOR 

り Chitks 5, 59~70, 19387) (CAA 


4935, AMAR ICIS SMBS ci 


比重 と の 開 係 千島 信義 。 

オォ へ 細田 に 於 ける 各 油 層 に 於 ける 原酒 
比重 を 詳細 に 測定 そる 結果 に ょ れ ば , We 
HRS EVR ER ELAM (te, AT 
に 於 て は 油層 の 上 方 か ら 下 方 に 向 ふ に 従 
つて 大 な り リ 。 MCA OW Me wk 8S 
場合 は 油層 の 深度 と 共に 深 度 比重 増加 
Ae CEBMMRV, BHAA Th 
FICS 3 AIRC HS LL REL OM 
Be ewe US YEO see & Wea 
HEROD Bite DT Aa ORM, 
Wy 3h Ae SS WE Eh Bil ~ IE AGRE, 熟 電 無 に 
WS 3 PRL, sith ARSE ost 
% WEAR ME & HE te VAR ED CME SS 


も ゃ の と 推定 せら る 。 Ak. 5, 91~109, 
1937 う C 入 木 〕 
4934, 石油 克 康 の 成因 Takahashi, J. 
ECOWAMBCRS SHA AERY 
(kerogen) &ZAt SOV, AMAL 
PDUSELG (< WSC STIS Be % EK te 3 WEP & 
fhe bay, FIRS © THRICE し 
温度 と 同様 な る 方 向 た に 作用 する も ゃ の と 推 
HESS. W UCHR KR E EM 
DED BAM CE & <x OMMY 
EL, #774 vinttKB LVR SAT 
(HAR ICM te probitumens k Y Bae 
bh, LF7F YIREKBE EMBL 
る も の は algae, plankton debris の ie き 
ょ り 生 成ら る ヽ ゝ る も の 推定 


せら る 。(Congr. intern. mines mit géol, 


probitumens 


appl., Ze Session, Géol., 1, 428~426, 
1935 CAA) 
4935, jexKD{LEWAH Kennedy, H. T 
WIFR ORME IC ISG 3 KO 
ELT, ROMS LEY AEICM & CHF 
論 を り 。 BS AUP ICMR SRT v 
チ モ ン を 油井 中 注入 する と き は 油井 中 の 
水 と 作 有 表し で 容積 の 犬 な る アジ チ モン の 
oxychlorides 償 生 成 し , SC PUR {EEE BH 
非 に 注入 DAK LEMS Ls & XZ BR 
D SERB OPEV Ly PBA ABBA, mK 
Der vy bRURK SMO BRE & i 
IAL, YRIFORKO Ay 3B LTS %O 
UV 9 HZEOMOKAE 2 ME ICEA 
する 方 法 に 就き て 詳 論 せ り CTrans. Am. 
Inst, Min. Met, Engrs, 118, 177~186, 
1936)C VAS) 
4936 AsaREROMEBMAH Rude, 


抄 5652) a i TE TE RK 綿 270 
S: 2) Kaolinit は 400° 及び 500° の 間 に 


右 油 生成 た 開 し 3 っ の 段階 が 臣 別 せら 
So BUS CL) HERI ISO BBL kV 
DAMA IK: (2) TRA HE, (8) % OF¥% 
DASA te 0 石油 の naphthogene- 
tic process. 477] D FURR AI OAR 
BAL ICH Vs C UL FERRY ICRP BILE S 
% DD Lo Fi D HAS It HL Ec 
LU ChAT SLVL, 根源 物質 が 受け 
ORM fe S WEA TKIR IC LU CAS 
る 可 き も の と 推定 せら る 。 即ち その 生成 
の 汰 態 た に 従 つ て 同一 な る 根源 物質 より 最 
後に 種々 な る 組成 の も の が 生成 られ, 
NH eSB LY MAK OOS 
生ずる も の と 推定 すら る 。 ig UT poly- 
ditumen の 存在 は 中 間 生 成 物 と し て 存 す 
る も ゃ も の に あら ず し て 最後 の 生成 物 な り と 
推定 そら る 。(Congr, intern. mines. mét. 
géol, appl., 7e Session Geol 1, 419~422, 
1935 CAA 


eRe BM 


4937, Kaolinit, Halloysit 及 Mont- 
morillonit の 水 含 量 Mehmel M, 
著者 は Halloysit, Kaolinit 及び Monte 
merillonit © = Bip) > Atak FER PAE 
の 測定 と 同時 に 行 ひ た る に , 1)Halloysit 
は Omm- DIKARIMO F ic 2 分 子 の H ぅ 
O を 失 ひ Kaolinit o fi e PERM 
& Prtie-F CMetahalloysit) を 生 ぜ り 。 それ 
MGR OWE Kaolinit と 同じ 湿度 に て 
注 失 す 。 多 数 の 天然 の Halloysit (jc 
水 倉 量 の 過少 な る は Metahalloysit へ の 部 
DWI OES SBE UT bt VS 


CARRIE NYS ARAN LCR TAS BR I< BEB 
to Rav kl &% PAA la Metahalloysit と は 
#H% V5 3) Montmorillorit(t #j200°% 
IX ORM OK EM AICRO, その 
際 同 時 に C 軸 の 方 向 に 構 子 の 収縮 を 起す 
叉 200° ょ りり 400° の 間 に て は 僅少 の 水 を 
失 ふ も る の な り 。 と の 間 に 於 て 問題 と な る 
は Montmorillonit に 特有 な る Bruzit 様 の 
Schichtpaket ょ り 水 の 除去 する 事 な す 。 
400° 及び 450° offic cise Pyro- 
phyllit 様 の Schichtpaket \< z+ 3 3B 
の 水 は 受 去 す る % ゃ の な り 。 (Chem. d, 
Erd. 11, 1~16, 1937) (#33) 
9938, HFEMEORBRM RAR 
FE (EH AloO3-SiOo-7 n » y &, 
I YL — 1B A RR UMgO-Al903-Si0 2 
TU DY RGR OMB, 温度 及び 
組成 の 開 係 に た 就 て 研究 し , Ibe OR Ric 
於 て は 固有 抵抗 人 400°C ic fc 103ME 
以下 の 場合 に は 電導 性 ボア ル ヵ リリ 成分 に 
開 係 する 事 を 知れ り 。 ア ルカ ヵ カリ 含有 の 天 
RTO, BRED RAK te 3 lt — 
般 に 認め らち る くく 所 に し て , 之 は 硝子 中 の 
FL VAC SES aU EE hE I 
DOSTUAY OPI O UL LES FE 
度 な る と と を 示す も の と 考 へ らち る き を 以 
て , 之 を 確 む さく っ 石川 産 ペ ー サ イト 及び 
プラ YUPIK ARIS BEC & HBF OES 
度 を 比較 を せり 。 こ と の 結果 に 信 i れ ば , 長石 
の 結晶 に 於 ける 娘 線 抵抗 は 著しく 大 に し 
Ts 400°C 以上 に 座 て は 水晶 より る だ だ な 
WES, BABI RC HOY 1/ 
(5X 104) % VG KMORAHE RRO 
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BR #2 57093) 


FICR CHER Y 5 HO CREO Kime 
Hilt RH OMT AIK VY CHAYS 
(Ete 45, 149~152, 昭和 12 年) 
CK 

4939, 結晶 料 研 究 の 要領 Buck, K. E. 

SESH OS IC EERE BIC HERES 3 BEE 
ROIS PPA BUE VE & FLU BB OIC 
し て , A) FR= 27 OaIc CMR 3 
Yat 2B thie FIC RR = 3 vic CB 
BEF OME GB) WE IET ICR = a 
MAC THES SERIE tS, 一 軸 性 
ROETMEOAMOBAE RV F 3 AZ 
を 附 加 せり 。 (Butt. Am. Cer, Soc. 16, 
61~62, 1987) (KAD 
4940. RRHROMBS McVay, T. 
N. 

SEA (a ESE IK BAER DS S FASC ERO AIA 
目下 に 集め , WEI HGR ie 3 Ske Ji 
% VY, CD Abrasives, CII) Alumina 
minerals, (IIT) Alumina-silicate minerals, 
C1V) Booksegeneral, (V) Cements,CVI) 
Crystallization (VID 
Enamels (VIII) Feldsper, (1X) Gypsum, 
(X) Glass, (XI) Glazes, (XID) Miscell- 
aneous, (XIII) Petrographic methods, 
(XIV) Equilibrium Systems, (XV )Pyro- 
chemical Behavior, (1) Clays, (2)Silica, 
(XVI Raw materials, (1) Clays (2) 
CXVID Refractories (1) Basic 
Refractories (a) Dolomite, (b)Magnesite 
Ce) Olivine (2) Chrome (3) Graphite 
(4) General (5) Glass house (6) Silica 
brick, (XVIII) Slags, (XIX) Pottery 
and Porcelain. (Butt. Am. Cer. Soe, 16, 


phenomena, 


Silica, 


33~61, 1987) KAD 


A Ik 
4941, ROME Ms 


We RE Hite PE (2 EL A, BUDE AL, 燃焼 
FOADIK SEAR NE IC RI SNS PRAIC LUT, 
APRA RMiLaeA 2 - 7 2B EMS S 
BRIOPPBSLOLV, Hie Mia 
File © hn fr] te S RD ICSE ¢ DIC BA LC 
は 従 來 種々 の 研究 あれ ども 未だ 確定 する 
に 至ら ず 。 KD ETD E 2 lt Abe lc Bb 
WIICHBAZ SR OL WMS Ss BHI, 
COMKDPLRMALEREVSLO, BW 
DARAILI TZ, era XK| VBE 
せる フ ム ス 質 が 主体 を な する の な り 。 閣 
結 談 は 源 青 炭 の み に LT, tibet VER ve 
と の 差 は フミ ン 酸 の 含有 の 有無 に 依る 。 
FEO CHEE 7 2 YMRAS 7 Fy REZ 
A APRICLE YE BHABIKOB/EF BELO 
720 o CABEHFIR 12, 188~142, Hy 12) 
CK 
4992, RHEMEZOMR 岡 MA 

筆者 は 石炭 の 性 質 と 用 和 途 と の 開 係 を ; 
SC > PREC A, DUT Re URE OY, > 
CHET MER Vg TRUMEL ICSC AibeH 
MeL AML TS SYK o Apeltip 
Bi D = MPIC LCT, コー クス を 目 
WES SHEIK LIES & TRA HI 

Y 9 低温 乾 飲 に 於 て 石油 代用 の ター ル を 叉 
(Abe tt Hike & AWE ST SARICIE ABE 
HE LIL BALE VER De OLE PRUE & 
— 7 Lit RA ie & AAD HS AES 
Peis Hie OBLBH Te Yo BAMA Ra 
INE IT OBB A IC ht ROPE SR LG 


Hb 58054) 


a Fi Th ty Th KR iM 
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Hike PRD @ PBA es & “Dive |< し て , 燃焼 
PYy EPICA BEA ies BW SC UL aT O 
Filete Vo CAT PRNEIR 12, 27~383, 昭和 12 
FE CKARI 
4943. SBEAROR(t CD 
KAIF WI De, UREA 

KOR A DIK ASS ME BG LB HES 

0 RABI EE 6 SNR IKROFIBO— 
VIEL UC BETS EAE IK O & TAHOK HE IC 
& SRL EY HHMI 0.5 
西 式 振 洛 式 オ ー ト ク レー 〆 を 使用 Lite 
50g, 筒 媒 2.5g を 取り 水素 100atm(0°C) を 
FEI Ly Hy 2 WE PAD IC C Je RR i RE ICS OL 
ee ee ee 
ULE & WE LC BA BAL te & EME S 
FUE Tre 
WEA, WBA IA & COL, 
残 湾 は トル オール. ベス を 用 ひ 1102C に て 
eC eRRP EL, ベン ゾー を ル 深 液 は 180°C ま 
RH ee 
Fy EPPS Vo AYRE VW SLC Bes 
ER Nd 
He ICI LAD Oe MoT, 即ち 
ELVES FEA pe (LHR EA Be LC BoC 
fe Rte & Hime V CTE 40, 
100~101, 1937) 4775) 


参 2 F & 
ERRMEORR MIR, 


NIE, 


4944, 
Avett 


HOF CMB Bai SRB ESAWIIC 
探査 する 方 法 に は 種々 あり , M~ TAB 
叉 は 強制 分 極 作用 を 測定 する も ゃ の , GE 
HEL EWES SRO, HBS Lb 
する も の , ERY OWALMET SRO 
SILC, 叉 河田 調査 の 目的 に 調 し て は 
流動 電 万 を 測定 する 方 法 も 有り 。 之 等 の 
諸 方 法 を 2 つろ に 分 類 す れ ば , BMH 
Mi 他 の 一 つ は 単なる 

SAM EEE O Fat & AS S ICE VC 
na eo 
OEMS 2b US BRPRME 
を 考案 せり 。 RE RIMICRMD & BML Ie 

(, Hite So Hig ii Cho OR RIF 
BIEL PHOSOL VEY, ZHCBL 

ee ee EHb So (CL) BME 
TAPLE & FID S BRIBE, (2 
cman DOUREIC KO ERIRIRE, (348 
BETLIC RS 3 PRADO TF AUR LD BME & 
AAS SWRA CHARGE, 53, 
77~84, WI2> Crp BP 
4345, SRICRT Spe Shem 
DORA “Pires 

RGD 1 WW ERY HE SEA RARE © RO BS WE 
FEE TUE L, RCX OWI V MSIE 
電 無 的 方 法 重 力 測定 法 , Re RIELO BYR 
を 述べ 最後 に カナ チ ナダ ;j PRB, BLT, 7 
FYATT7IVAA-Ta=KT ROBB 
ICA 32 EO PRE © IRAE & SE 7 
3 CATBESK 697, WALZ) Cp HP 


eT BAB RK 第 五 He 
I 


ce eee Sn 


ek iw HH RM iif 


SSR 


oe 上 忠 
瀬戸 園 腔 


八木 RE 


mis 純一 
PR A 
BH=ztE 高 恨 勝利 


YP IF RACER 


Ht be ZB 


を @ 願 問 ほ 


A 富松 
片山 #4 
TENN FE REB 
HP ff = 
原田 848 
本 間 不 二男 
uo 孝三 


EK BX 
金原 faa 
Ve * ARAM 
徳永 FLEE 
iat me 
松本 唯一 
HUF Oe AE 


小川 RIE 
加藤 武夫 
RA RAR 
TS 2 ER EL 
BY 幸一 
松山 SEEK 
山根 BK 
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